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六実桜まつり

●ｌ

十　　　　 ｊ･ Ｑ

まつど

email mciy@intership.ne.jp  URL http:/

/www.intership.ne.jp/matsudo/
4月7日(土)・8日(日)、市内各所で桜まつりが行われます

ご家族や友人と、春を感じに

出かけてみませんか

ときわ平桜まつり

日時 4 月 7 日 ( 土 ) 正 午

～

午 後 8 時

８ 口 ( 日 ) 午 前 1 0 時

～

午 後 7 時

会 場 ゆ り の 木 通 り 交 差 点 か ら 五 香 駅 前

ま で ( さ く ら 通 り )

内 容 各 種 パ レ

ー

ド

・

み こ し な ど

問ときわ平桜まつり実行委員会

・

清 野

電話 3 8 7

-

4 3 5 7

八ケ崎桜まつり日時4月７日出午後1時～6時

８日(日)午前10時～午後5時30分

会 場 子 安 神 社

内 容 カ ラ オ ケ ・ 踊 り ・ マ ジ ッ ク シ ョ ー

・ 演 歌 リ サ イ タ ル

問八ヶ崎桜まつり実行委員会・坂田

電話341-1778

ﾉ 1 柱 桜 ま コ り

日 時 4 月 7 日 ( 土 ) 〔 雨 天 の 場 合 は 8 日 ( 日 ) 〕

午 前 1 1 時

～

午 後 3 時 3 0 分

会 場 新 京 成 八 柱 駅 前 ロ

ー

タ リ

ー

か ら 桜 橋 ま で

内 容 プ ラ
ス

バ ン ド 演 奏

・

鼓 笛 隊 パ レ

ー

ド な ど

問八柱桜まつリ実行委員会

・

三 好 a 3 8 5 - 0 3 0 3

六実桜まつり

日時4月７日(土)・８日(日）午前9時～午後5時

会 場 六 高 台 さ く ら 通 り

内 容 音 楽 パ レ
ー
ド
・
山 車 （ だ し ）

・
み こ し 行 列 な ど

問六実桜まつリ実行委員会・石井電話387-0088

霊園さくらまつり

昨年の六実桜まつり

八ヶ崎桜まつり

桜ま
つり会場

（子安神社境内）

八柱桜まつり

八柱霊園さくらまつり

八柱桜 まつり会場

(パレードのとき
に交通規制を行
います)

●イトーヨーカドー

県道松戸 ・鎌ヶ谷 線

西 船 橋

県

道

市

川

・

柏

線

道 標

(日本の遣百選)

桜 橋

－ さ く ら

通 り

日時4月８日(日)午前11時～午後3時

会場八柱霊園

内容お花見踊り・野だて・ガーデンマット配布など

問霊園まつリ実行委員会（八柱霊園管理事務所内）

電話387―2181

春 満 開

まつり

ときわ平桜まつり

ゆりの木 通り

しょうぶ公園とはなみずき
公園は、午後９時～翌午前

９時の問利用できません。

交通規制４月７日(土)・・・正午～午後８時

８日(日)…午前10時～午後７時

※
常
盤
平

・
八
柱
・
六
実
の
三
会
場
で
は
、
期
間
中
は
歩

行
者
天
国
で
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
（
八
柱
会
場

は
パ
レ
ー
ド
時
の
み
）
。

交
通
規
制
と
お
願
い

八

柱

▼

※駐車場はありません。周辺一帯は駐車禁

止ですので、電車やバスでお越しくださ

い。

※ごみは各自お持ち帰りください。

人口

男

女

世帯

465,182 人 ［＋

234,585 人 ［＋

230,597 人 ［＋

182,967 世帯［＋

平成13年度施政方針（要旨）②③

家電リサイクル法がスタート④

ケアハウス「サンシャイン」

が7 月オープン　　　　　　 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

投
票
時
間
は
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
電
話
3
6
6
・
7
2
2
2

今
日
（
３
月
2
5日
）
は
千
葉
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

「
新

世

紀
　

に

な

う

政

治

に
　

私

の

一

票

」

最近よく「ＩＴ」という言葉を耳にしませんか。

日本語でいえば、情報技術のことですが、この｜丁の飛躍的な発展が、私たちの暮らし

を大きく変えようとしています。

例えば、インターネットを使えば、ニュースやレジャー、趣味など暮らしにかかわるい

ろいろな情報を入手することも、飛行機のチケットなどを予約することも、居ながらにし

てできるようになります。

市では。市民の皆さんにI丁に関する基

礎的な技能を学んでいただき、I丁を便利

に利用してもらうために、平成13年度中に、

約13,000 人を対象として、「ＩＴ講習」を

開催する予定です。

順次募集しますので、ご都合に合わせて

お申し込みください。

※詳細については、広報まつど4月5日号で

お知らせします。

問総務企画本部I丁講習担当電話366- 7401

こ
の
機
会
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
!
?
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平
成
１
３
年
度
施
政
方
針
（
要
旨
）

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
革
命
に
対
応
し
た
電
子
自
治
体
と

市
民
と
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り

新
世
紀
の
船
出
に
お
い
て
、
市
政
の
舵
取
り
を
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
　
●
介
護
相
談
員
等
の
養
成
お
よ
び
派

つ
い

て
、
私
は
こ
の
責
任
の
重
さ
を
し

つ
か
り
と
受
け
止
め
つ
つ
、
市
政
　

遣

3月1日、松戸市定例市議会に

おいて、市長が平成13年度の施

政方針説明を行いました。その

要旨をお知らせします。

に

臨

ん
で

ま

い

り

ま

す

。

今

後

の
高

度

情

報

化
へ

の

進

展

に
対

応

す

べ

く

、

本

市

を
電

子

自

治

体

と

す

る

た

め

、
そ

の

戦

略

や

計

画

を
策

定

し

、
行

政

の
Ｉ

Ｔ

化

に

向

け

て

準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
市
民
の
皆
様
に
「
i
c
・
c
i
t

ｙ
ま

つ

ど

」

す

な
わ

ち

「

愛

し

て

ま
つ

ど
」

と

提

唱

し

て

ま
い

り
た

い

と

存

じ

ま

す

。

ま

た

、

本
市

の
将

来

像

を

具

現

化

し

た

「
松

戸

市

総

合

計
画

」

の

実

現

の

た

め

、

社
会

経
済

状

況

や

介

護

保

険

・
地

方

分

権

の

制

度

的

な
変

革

な

ど
を

踏

ま

え

、
第

一
次

実

施

計

画

を

現
況

に
即

し

、
抜

本

的

な
見

直

し

を

行

い

ま

し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

’

新

世

紀

の
門

出

に

、
社

会

変

化
へ

の

機
敏

な
対

応

と

、

変

化

を
先

取

り

し

て

新

し

い

価

値

の

創

造

に

進

む
「

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

な

力

」

を

バ

ネ

に

、

二

十

一

世

紀

の
松

戸

を
担

っ

て

い

く

決

意

を
い

た

し

、

市

政

に

臨

ん
で

ま

い

り

ま

す

。

以

下

、

新
年

度

の

主

要

な

施
策

を

ご

説
明

い
た

し

ま

す

。

「
連

携
型

地

域

社
会

の
形

成
」
の

事
業

松戸市定例市議会で施政方針を発表する市長

●

「
人

権
施
策
推
進

に
係

る
指

針
」
進

行
管

理
方

針

の
策
定

●

男

女
共

同
参
画

政

策
に

関
す

る
市

民
意

識
調

査

の
実
施

●

地
区

集
会
所

施
設

整
備

に
修

繕
補

助

を
新

た
に
追
加

●
松

飛

台
、
東

部

の
両
市

民
セ

ン

タ

ー
に
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

会
議

室
を

設
置

●
公

文

書
公

開
条
例

の
改
正

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
（
ほ
っ
ト

ピ
ッ

ク
ス
の
新

設
）

●

ケ

ー
ブ
ル

テ
レ

ビ
の
伝

送
路

の
光

ケ
ー

ブ
ル
化

へ
の
補

助

「

豊
か

な
人

生
を
支

え

る

福
祉
社

会
の

実
現

」

の

事

業

●
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
の
設

置

●

特
別

養

護
老

人

ホ

ー

ム

ー
カ

所

、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
ニ
カ
所
に
助
成

●

介
護

用
品

の
支
給

●

徘

徊
高

齢
者
探

索
サ

ー
ビ

ス

（
Ｐ

Ｈ
Ｓ
利

用
）

へ

の
助

成

●

家
族

介

護
慰
労

量

茱
の
実
施

●

シ
ル

バ
ー
人
材

セ
ン

タ

ー
を
活

用

し
た
軽

度

生
活

援
助

事
業

の
開

始

●

児
童

養

護
施
設
整

備

を
支
援

●

乳

幼
児

健
康

支
援

デ
イ
サ

ー
ビ

ス

事
業

へ

の
助

成

●

児
童

手

当
の
拡

充

●

民

間
保

育
所
補

助
制

度
の
改
正

●

民

間
保

育
所
施

設
整

備
を
支

援

●

保

育
所

保
育

料
の
改

定

●

東

部
小

学
校

敷
地
内

に
学

童
保
育

所

を
新
設

●

幸

谷
学

重
保

育
所

の
運
営

を
支

援

●

高
齢
者

運
動

教
室

指
導
員

の
育
成

●

妊
婦
歯

科
検

診
制
度

の
導
入

●

在
宅
歯

科
診

療
事

業
を
支
援

●

精
神
障

害
者

共
同

作
業
所

一
ヵ
所

の
運
営

に
対
し

新
た

に
補
助

●
知
的
障
害
者
生
活
ホ
ー
ム
一
カ
所

の
運
営

に
対
し

新
た

に
補
助

●

障
害
者
入
所

施
設
三

ヵ
所
に
対
し
、

建

設
費

の
一

部
を
補

助

●

国
民

健
康
保

険
出

産
費

貸
付

基
金

の
創
設

●

は
り

、
き

ゅ
う

、
あ

ん
摩

の
施

術

担
当
者

の
指

定
を
市
外

に
拡
大

●

国
民

健
康
保

険
料

の
改
定

●

松
戸

重

立
病
院

の
人

上
心

肺
装
置

と

新
生

児
収

容
車
両

の
更
新

●

松
戸

市

立
病
院

に
「
呼

吸
器
外

科
」

を
設
置

●
東
松
戸
病
院
に
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
を

開
設

「

次
代

を

育

む

文
化
・
教
育

環

境

の

創
造

」

の

事

業

●
松
戸
市
教
育
改
革
市
民
懇
話
会
を

設
置
●
生
涯
学
習
会
館
建
設
事
業
構
想
の

需
要
を
調
査

●
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

●
小
中
学
校
、
市
立
高
校
、
公
共
施

設
で
、
Ｉ
Ｔ
講
習
を
実
施

●
小
中
学
校
全
校
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
接
続

●
中
部
小
学
校
と
中
学
校
九
校
な
ら

び
に
市
立
高
校
に
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備

●
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
充
実

●
寒
風
台
小
学
校
の
大
規
模
改
造
耐

震
改
修
工
事
を

実
施

●
栗

ケ
沢
中
学
校
の
校
舎
耐
震
改
修

工
事
を
実
施

●
市
立
松
戸
高
校
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ

を
配
備
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
高
速
回

線
を
接
続

●
私
立
幼
稚
園
園
児
の
保
護
者
負
担

の
軽
減

●
ス
ポ
ー
ツ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策

定I
T
講
習
を
実
施
し
ま
す

●

姉
妹
都

市

提
携
三

十
周

年
記

念
式

典

の
開
催

●

「
外
国

人
ト

ー
ク
フ

ェ
ス
ト
」（
外

国

人
市
民

懇
話

会
）

の
設
置

●

斎
藤
邸

に
竹

紙
制

作
工
房

を
整

備

●

博

物

館
で

「
東

葛

中
世

文

物

展

」

を

開
催

●

戸
定

歴
史

館
で

「
明

治

の
松
戸

」
。

「
受

贈
記

念

・
松
岡

壽
と

そ

の
時
代

」

展

を
開
催

「

安
全
で

快

適
な

生
活

環
境

の
実

現

」
の

事
業

●
ま
ち
づ
く
吁
指

導
要
綱
の
条
例
化

●
二
十
一
世
紀
の
森
と
広
場
に
「
木

も
れ
陽
の
森
」
を
オ
ー
プ
ン

●
根
木
内
歴
史
公
園
の
園
路
等
を
整

● 備
「
特
別
保

全
樹

林
地
区

」

を
新
た

に
指

定

●

「
常
盤
平

さ
く

ら
通
り

」

の
樹
木

診
断
と

若
木

へ

の
植
え

替

え
を

実
施

●

新

坂
川

の
馬
橋

駅
付
近

の

緑
道

の

整
備

●

富
士

川
親

水
広
場

の
整

備

●

ご
み
の
分

別
収

集
を

八
分

別
に
移

行●

焼

却
灰

の
一
部

を

エ
コ
セ

メ
ン

ト

に
再

生

●
人
型
生
ご
み
処
理
機
を
集
合
住
宅

に
設
置

し

、
堆
肥

化
に

つ

い
て

研
究

●

千

駄
堀
最

終

処
分
場

跡
地

の
恒
久

的
利
用

計
画

の
検

討

●

五

香
消

防
署
を

基
幹

消
防

署

に
建

て
替
え

●

西
口

消

防
署

に
市
内

血
台
目

の
高

規
格

救
急
自

動
車

を
配
置

●

消

防
団

の
秋
山

消
防

セ
ン

タ
ー
の

整
備

あ
な
た
の
健
康

脳
卒

中

シ

リ

ー

ズ

脳
卒
中
と
は

脳

卒
中

は
、
脳

の
血

管

が
詰

ま

っ
て

血
液

が
流

れ
な
く

な

っ
た
り

「
虚
血
性
脳
卒
中
（
脳
硬
塞
）
」
、
ま

た
は
脳
の
血
管

が
裂
け
て
出
血
「
出

血
性

脳
卒

中

（
脳

の
出

血
、

ク
モ

膜
下
出

血
）
」
し
た
り

し
て

、
脳

の

組
織

が
傷

害

さ
れ
て
機

能
を

果
た

せ

な

く

な

る
病

気

の

総
称

で

す

。

症
状

と
し

て
は

、
突

然
、
手

足

が

し

び

れ

る
、

動

き

が
悪

く

な

る

、

言
葉

が
話

せ

な
く

な

っ
た
り

、
あ

る
い

は
意

識
か

な
ぐ
な

る
な
ど

が

認
め
ら
れ
ま
す
。

脳

卒

中

は

悪

性

新

生

物

（

が

ん
）
、

心

疾
患

に
次

い
で
死

亡

原

因
三

位

の
疾
患

で
す

。
近
年

、
医

学

の
進
歩

に
伴

っ
て

、
死
亡

は
減

っ
て

い
ま
す

が
、
脳

卒
中

に
か

か

る
人

数

は
減

っ
て

い
ま
せ

ん
。
重

い
後
遺

症
を
残

し
、

寝
た

き
り

に

な

る
原
因

疾
患

と
し

て
大

き
な
割

合

を
占

め
て

い
ま
す

。
こ

の
う
ち

脳
出

血

は
や

や
減
少

し
、

脳
硬

塞

は
増
え

て

い
ま

す
。

脳

卒

中

を

予

防

す

る

た

め

に

脳
卒
中
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

そ

の
危
険
囚
子
を
正
し

く
理
解
し
、

治

療
を

し
て

お
く
こ

と

が
重
要
で

す

。
先
天

的

な
要
因

が
強

く
、

若

い
人
に

も
多

い
「
ク
モ

膜
下
出

血
」

279

を
除
ぐ
と
、
脳
卒
中
は
六
十
五
歳

以

上

の
人

に
多
く

、
高

血
圧

、
糖

尿

病

、
高
脂

血
症

な
ど

の
生
活

習

慣

病

が
あ

る
と
、

血
管

が
も

ろ
く

破

れ
や
す
く

な

っ
た
り

、
動

脈
硬

化

を

促
進
す

る
こ

と

が
わ
か

っ
て

い
ま

す
。

近

年
、
脳

硬
塞

が
増
え

て

い
る

の
も

生
活
習

慣
病

の
増
加

が
大

き

く
影
響
し
て

い
ま

す
。
ま
た
、
「
喫

煙
、

多
量

の
飲
酒

、
肥

満
、

ス
ト

レ

ス
」
は
高

血
圧

や
動

脈
硬
化

の

促
進

に
つ

な

が
り

ま
す

。
さ

ら
に

過
度

の
飲
酒

や

ス
ト
レ

ス
は

脳
卒

中
を

発
症

す
る
直

接

の
引

き

金
に

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
心
房
細
胞
な

ど

の
「
不

整
脈
」

が

あ
る
人

は
脳

硬
塞

の
原

因
に

な
り
ま

す
。

ま
た

以
前
に
脳
卒
中
に
か
か
っ
た
こ
と

の

あ
る
人

も
再

発

を

き
た
し

や
す

い
の
で
す

。

危

険
因

子
を

も

っ
て

い
る
人
は

脳
卒

中
に

か
か
り

や
す

い
こ

と
を

自
覚
し
、
改
善
で
き
る
点
は
改
善

し
て

い
く

必
要

が
あ
り

ま
す

。
食

生
活

を
見

直
し
て

、
喫

煙

や
飲
酒

も
自

制
し

、
医

師
の

指
導

や
治
療

を
受

け
十

分
に

コ
ン
ト

ロ

ー
ル
し

ま
し

ょ
う

。
生
活

に
十
分

注
意
し

、

少
し

で
も

危
険
因

子

を
減
ら

し
て

い
く
こ
と

が
、

脳
卒

中

の
発

症
を

防
ぐ

こ
と

に

つ
な

が
り

ま
す

。

（
松

戸

市

医

師

会

）

「

交

通

死

亡

事

故

抑

止

緊

急

対

策

」

継

続

実

施

中

事

故

は

瞬

間

・

ベ

ル

ト

は

習

慣

あ

な

た

を

守

る
　

シ

ー

ト

ベ

ル

ト

問
松
戸
警
察
署
電
話
3
6
9
・
0
１
１
０
、
松
戸
東
警
察
署
電
話
3
4
9
・
0
1
1
0
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●
横
須
賀
の
大
流
公
園
に
耐
震
性
貯

水
槽
を
設
置

●
串
崎
新
田
泉
ヶ
丘
一
号
緑
地
に
防

火
水
槽
を
新
設

●
馬
橋
地
区
に
簡
易
備
蓄
用
防
災
倉

庫
を
整
備

●
小
山
地
区
で
中
学
校
の
受
水
槽
を

耐
震
性
貯
水
槽
と
し
て
整
備

●
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
を
活
用
し
、
避
難

誘
導
用
の
標
示
板
を
整
備

●
オ
ウ
ム
真
理
教
(
ア
レ
フ
に
改
称
）

信
者
の
早
期
撤
退
を
求
め
る
活
動
を

支
援

2
1世
紀
の
森
と
広
場
の
「
木
も
れ
陽
の

森
」

新たな旅立ちに思う

●
五
香
駅
と
六
実
駅
周
辺
地
区
の
自

転
車
駐
車
場
改
修
工

事
を
実
施

●
矢
切
駅
周
辺
地
区
の
自
転
車
駐
車

場
の
新
設
お
よ
び
改
修
工

事
を
実
施

●
有
料
自
転
車
駐
車
場
管
理
時
間
外

の
利
用
者
に
回
数
券
を
発
行

●
「
消
費
生
活
相
談
」
の
時
間
延
長

に
よ
り
体
制
を
拡
充

「

魅
力

あ
る

都
市

空
間

の
形

成

と

産

業

の

振
興

」

●
松
戸
駅
東
ロ

デ
ッ
キ
の
整
備

（
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
）

●
五
香
駅
構
内
の
車
椅
子
対
応
型
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
を
支
援

●
街
区
公
園
（
東
平
賀
公
園
）
の
整

備●
組
合
土
地
区
画
整
理
事
業
に
対
し

て
、
組
合

の
自
助
努
力
を
踏

ま
え
、

早
期
完
成
に
向
け
て
必
要
な
支
援

●
地
下
鉄
1
1
号
線
松
戸
延
伸
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
な
ど

を
行

つ

●
東
京
外
か
く
環
状
道
路
の
工
事
の

促
進
を
国
に
要
請

●
都
市
計
両
街
路
の
計
画
的
進
捗
を

年

度

末

の
慌

た

だ

し

さ

の

中

、

３
月

か
終

わ
ろ
う

と
し
て

い
ま

す
。

折

り
し

も

、
こ

の
広

報

が
発
行

さ

れ
る
今

日
2
5
日

は

、
四

年

に

一
度

の
千

葉

県

知
事

選

挙

の
投

票

日
で

す

。

何
か

と
忙

し

い
時
期

と

は
思

い
ま

す

が
、

ぜ
ひ

、

投
票

所

に
足

を

運

ん
で

く

だ
さ

い
。

看護専門学校の卒業式で

引
き
続
き
実
施

●
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
導
入
を
支

援●
市
内
バ
ス
交
通
の
基
本
プ
ラ
ン
を

検
討
●
新
松
戸
西
口
駅
前
広
場
の
舗
装
や

修
景
施
設
な
ど
を
整
備

●
新
坂
川
な
ど
の
未
整
備
区
域
の
整

備●
国
分
川
の
河
川
改
修
を
推
進
（
住

民
参
加
型
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
方

式
導
入
）

●
寒
風
台
小
学
校
に
流
域
貯
留
施
設

を
設
置

●
流
域
関
連
公
共
下
水
道
を
引
き
続

き
整
備

●
前
田
川
雨
水
幹
線
の
整
備
に
着
手

●
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
計
画
的
更

新●
小
金
浄
水
場
な
ど
の
拡
張
整
備

●
商
店
会
が
実
施
す
る
空
き
店
舗
対

策
事
業
を
支
援

●
通
称
伊
勢
丹
通
り
の
整
備
、
街
路

灯
の
設
置
補
助

●
「
元
祖
松
戸
七
福
神
鍋
」
コ
ン
テ

ス
ト
を
実
施

松戸駅西口「伊勢丹通り」

じ
た
交

流
事

業
の
充

実

●

環
境

に

や
さ
し

い
農
業

の
推
進

●

農
業

振
興
資

金
融

資

や
病
害
虫

防

除
対
策

事
業

に
よ

る
農
業

者
支
援

●

就
労

環
境

の
整
備

と

就
労
機
会

の

創

出

（
パ
ソ
コ

ン
研

修

、
労
働
環

境

実

態
調

査
）

●

松
戸

花
火
大

会

の
開
催

●

江
戸
川

に
お
け
る
イ

ベ
ン
ト
時

に
、

観

光
船

の
借
り

ヒ

げ

「

都
市

経
営
の

視
点

に

立
っ

た
行

財

政

運

営
」

の

事

業

・

烏
取
県
と
「
二
十
世
紀
梨
」
を
通
　

●
総
務
財
政
改
革
計
画
の
推
進
に
よ

さ
て

、
春

め

い
て
来

る

こ

の
季

節

は
、

卒
業

と

い
う

新

た

な
旅

立

ち

の
季

節
で

も

あ

り
ま

す

。
た

く

さ

ん

の
思

い
出

を

残
し

、

あ

る

い

は

４
月

か

ら

の
進

路
に

大

き

な
夢

と

希

望

を

抱

い
て

、

感

激

の
中

、

そ

れ

ぞ
れ

の
卒

業

式
を

迎
え

ら

れ

た

の
で

は

な

い
で

し
ょ

う

か

。
卒

業

生

の
皆

さ

ん
に

は
心

か

ら
お

祝

い
を
申

し
上

げ
ま
す

。

私

も

い
く

つ
か

の
卒

業

式
に

出

席
し

ま

し

た

が
、

そ

の
中

の
一

つ

に

６
日

に
行

わ
れ

た
松

戸
市

立
病

院
附

属

看
護

専

門

学
校

の

卒
業

式

が

あ
り

ま
し

た

。

看

護

専

門

学

校

専

門

課

程

は

、

看

護
婦

（
士

）

に

必
要

な

知

識

や

技

術
を

学

び
、

社
会

に

貢

献
で

き

る
有
能

な
人

材
を
育

成
す

る
た
め

、

昭
和
4
8
年
９

月

に

開
設

さ

れ
ま

し

た
。
以
来
、
多
く
の
卒
業
生
を
輩

出
し
、
地
域
医
療
・
福
祉
の
発
展

に
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。今
年
度
は
三
卜
九
名
の
皆
さ
ん

が
卒
業
さ
れ
、
そ
の
う
ち
ニ
十
名

が
市
立
病
院
へ

の
就
職
が
予
定
さ

れ
て
い
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

へ
進
み
ま
す
。

毎
年
感
じ
る
こ
と
で
す
が
、
看

護
専
門
学
校
の
卒
業
式
に
は
、
小

・
中
学
校
な
ど
の
卒
業
式
と
は
ま

た
少
し
違
っ
た
雰
囲
気
が
あ
り
ま

す
。
そ

れ
は
、
入
学
す
る
時
点
で

す
で
に
自
分
の
卒
業
後
の
進
路
を

決
め
て

い
る
と
い
う

、
専
門
学
校

特
有
の
性
格
か
ら
く
る
も
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

看
護
婦
（
士
）
の
資
格
取
得
と

い
う
大
き
な
目
的

に
向

か
っ
て
、

る
健

全
財

政

の
確

立

●
総

務
企
画

本

部
に

「
Ｉ

Ｔ
推
進

担

当
」

を
設

置

●

本
庁
と

各
支

所
を

結
ぶ

Ｗ
Ａ
Ｎ

を

整
備
●

住
民
基

本
台

帳
ネ

ッ
ト

ワ

ー
ク
シ

ス

テ
ム

の
構

築
に
向

け
て

準
備

を
開

始●
行

政
評

価

シ
ス

テ
ム
の
定

着

●

広
域
行

政

の
推
進

・
政

策
形

成
研

修

の
実
施

●

第
二

次
実
施
計
画
策
定
の
準
備
（
市

民

意
識
調

査

の
実
施
）

私

は

、
次
代

を

担
う
子

ど
も

た
ち

が

、

や

が
て

大

人

に

な
っ

た

と

き

、

「
住

ん
で

よ

い
ま
ち
・
訪

ね
て
よ

い
ま

ち
　

ま
つ

ど
」

と

す
る
た

め

、
市
長

就
任
以

来

、
緑

花
清

流
の

施
策

と
し

て

、
水
と

緑

、
文
化

・

歴
史
の

回
廊

づ
く
り
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
松
戸
」

の
創
生
に
渾
身
の
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

新
世
紀
の
船
出
を
し
た
今
、
そ
の

航
路
の
行
方
に
は
、
幾
多
の
問
題
が

荒
波
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
て
く
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
私
は
、
本
市
政
の
舵

取
り
と
し
て
強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
職
員
の
先
頭
に
立
ち
、

勇
気
と
英
知
を
ふ
り
し
ば
り
、
輝
か

し

い
明
日
に
向
け
て

、
こ
の
「
松
戸

丸
」
の
針
路
を
定
め
、
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
し
て

、
市
民
と
の
パ

ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
ク
リ
ス

タ
ル
な
市
政
運
営
、
市
民
参
加
に
よ

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
今
後
と

も
、
市
民
の
皆
様
な
ら
び
に
議
員
各

位
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針
の
説
明
と

さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

施
政
方
針
の
全
文
は
、
行
政
資
料
セ
ン
タ

ー
（
市
役
所
別
館

一
階
）

ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ

は
一
面
右
上
参
照
）
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

問
総
務
企
画
本
部
企
画
管
理
室
電
話
3
6
6
・
7
3
1
1

あ
る

意
味

、

制
約

の
多

い
学

生
時

代

を

過

ご
し
て

き
た

中

で
、

戴
帽

式
の

感
激

や
実
習

で

の
患

者

さ

ん

と

の

ふ

れ
あ

い

が
あ

り

、
あ

る

い

は
失

敗

や
挫

折

を
お

互

い
に

励

ま

し

合

っ
た

こ

と
も

あ

っ

た
で

し

ょ

そ

ん

な
三

年
間

の
積

も
り

積

も

っ
た

思

い

が
一
気

に

あ

ふ

れ
、
卒

業
生

は
感

涙

に

む
せ

び
ま
す

。
自

分

の

気

持

ち

を

隠

す

こ

と

な

く

、

感
激

を
素

直

に
表

す

姿

に
は

心

を

動

か

さ

れ

る
も

の

が
あ
り

ま

す

。

平

均
年

齢
二

十
三

歳

と

い
う

若

者

が
、
人

の
生
命

を

考
え

、
学

び
、

そ
し

て
、

正
面

か
ら

向

か

い
合

っ

て

い
こ
う

と
し

て

い
ま
す

。

二

十

一
世

紀

を
担

う

若
者

の

新

た
な

旅
立

ち

に

、
大

き

な

エ

ー
ル

を
送

り
た

い
と
思

い
ま
す

。

コ
サ
ー
ジ
ﾕ
の

赤

か
が
や
か
せ

卒
業
す

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 聞 き す る た

め 、 市 長 室 直 通 の フ ァ ク ス と 、市 長 専 用 の

メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置 し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的 な

ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、連 絡

先 を お 書 き 添 え く だ さ い) 。

FAX 366-2301

メ ー ル ア ド レ ス

mayor.matsudo@intership.ne.｣p

(2月末現在の受信件数)ファクス714件､メール442件

▽
敷

金
精

算
の

ト
ラ
ブ

ル

「
敷

金
か
ら

修
繕

費
を

差
し
引

き

。

二
十

万
円

の
う

ち
五
万

円
し

か
返

金

し
な
い

と
言

う
。
納

得
で

き
な

い

」

相談事例・第10回

賃貸アパート退去時の敷金が

ほとんど戻ってこない!
ア

ド
バ
イ
ス

夫
婦
二

人
で

住
ん
で

い
た

賃
貸

ア

パ

ー
ト

を
退
去

す

る
こ
と

に
な

り

ま
し

た
。
入

居
時

に
は
畳

や
襖

の
取

り
替
え

は

な
く

、
部
屋

も
汚

れ
て

い
ま

し
た

。
退
去

時
に

仲
介

業

者

が
立
ち
会

っ
て

、
問
題

な

い

と
言

わ

れ
ま
し

た

が
、
後
日

修
繕

費

の
請

求

が
あ

り
、
敷

金
か

ら
差

し
引

か

れ
て

い
ま
し
た

。
契

約
書

に

は
修

繕
特
約

は
あ
り

ま
せ

ん
。

（
相

談
者
　

二
十

歳
代
女

性
）

セ
ン

タ
ー
対
応

賃
貸
住
宅
の

自
然
消
耗
は
貸

主
の
負
担
が
原

則
で
あ
る
こ
と

を
告
げ
、
貸
主

と

仲
介

業
者

に
対
し
て

書
面

で
返

金

を
求
め
る
よ
う

助

言
し
ま
し
た
。

仲
介
業

者

が
主
張

を
認

め

な

い
と

い
う

の
で
、

セ
ン

タ
ー
よ
り

敷
金

は
借
主
の
故
意
過
失
が
な
け
れ
ば

返

金
す

る

の
が
原
則

と
説
明

し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
借
主
の
過
失
で

あ
る
と

認
め
ら

れ

る
洋
室

の
壁
紙

修

理
代

の
み
を

差
し
引

き

、
残
金

は
相
談

者
に
返
金

さ
れ
る
こ
と
に

な
け

ま
し
た
。

相談専用電話３６５ｰ６５６５

(月～金曜日、午前9時～午後4時)

家
賃
相
場
の
低
迷
や
借
主
が
よ

り

き
れ

い
な
内

装
を

望
む

よ
う
に

な
っ
て

き
て

い
る
こ
と

も

あ
り

、

賃

貸
住
宅

退
去

時

の
原

状

回
復

費

用

に
関
す

る
相

談

が
増
え

て

い
ま

す

。杢

米
、
敷
金

は
家
賃

の
延

滞

や

借
主

が
物

件

に
損
害

を
与
え

た
場

合

の
担
保

と
し

て
貸

主

が
預

か

る

も
の
で

あ
り

、
故

意
過

失

に
よ

る

損

耗

が
な
け

れ
ば
返
還

さ

れ
る

も

の
で
す

。
時
間

経
過

に
よ

る
自

然

損

耗
は
貸
主
の
負
担

が
原
則

で
す
。

こ

の
よ
弓

な

ト

ラ
ブ
ル

に
遭

わ

な

い
た

め
に

は
、
①

契
約

す
る
前

に
契
約
書
を
よ
ぐ
読

む
②

入
居
時
の
写
真

を
撮
っ
て
お
く
③
修

繕
個
所
の
確
認
は
必

ず
立
ち
会
う
④
故
意

過
失
か
自
然
損
耗
か

の
区
別
を
は
っ
き
り

さ
せ

る
③
請
求
額
に

納
得
で
き
な
け
れ
ば
申
し
出
る
、

な
ど
が
大
切
で
す
。
合
意
で
き
な

い
場
合
は
調
停
や
少
額
裁
判
を
利

用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

「
こ

ち

ら
消

費
生
活

セ
ン

タ

ー
」

は
今

回
を
も

っ
て
終

了
し

ま
す

。

ご
愛

読
あ
り

が
と
う

ご

ざ

い
ま

し

た
。
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４
月
１
日
か
ら
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
家
電
は
洗
濯
機
・
ブ
ラ
ウ
ン
管
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン

・
冷
蔵
庫
の
四
品
目
で
、
こ
の
法
律
に
よ
り
①
家
電
メ
ー
カ
ー
は
、

自
ら
製
造
等
し
た
家
電
四
品
目
の
引
き
取
り
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
義
務

②
販
売
店
に
は
、
自
ら
が
過
去
に
販
売
し
た
場
合
や
買
い
替
え
時
の

引
き
取
り
と
メ
ー
カ
ー
ヘ
の
引
き
渡
し
③
消
費
者
は
、
リ
サ
イ
ク
ル

費
用
と
収
集
運
搬
費
を
負
担
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
環
境
計
画
課
電
話
3
6
6
・
7
3
3
1

家

電
四

品

目

の

出
し

方

が

変

わ

り

ま

す

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、
家
電

メ
ー
カ
ー
に
家
電
四
品
目
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
家
電
メ
ー
カ
ー
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
徹
底
す
る
意
味
か
ら
も
、

粗
大
ご
み
と
し
て
収
集
し
て
い
た
家

家電リサイクル法のしくみ

・ 小売業者に引き

取りを依頼します。

●小売業者に対し

て必要な料金を支

電
四
品
目
に
つ
い
て
粗
大
ご
み
の
区

分
か
ら
除
き
ま
す
。
４
月
１
日
か
ら

出
し
方
が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

(
1
)
買
い
替
え
の
際
に
、
購
入
す
る
販

売
店
に
引
き
取
り
を
依
頼
す
る
。

②
過
去
に
購
入
し
た
販
売
店
に
引
き

取
り
を
依
頼
す
る
。

Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　Ｉ

製

造
業

者
等

り、その機器を製造し

たメーカーに引き渡し

ます。

自ら製造した家電4品

目を引き取り、家電リ

サイクル法に基づき定

められた基準にのっと

っでリサイクルします。

４

月

か

ら

ご

み

の

分

け

方

・

出

し

方

が

変

わ

り

ま

す

市
で

は
容
器
包

装
リ
サ
イ

ク
ル
法

の
施
行

に
伴

い
、
新
し

く
プ
ラ

ス
チ

ッ

ク
の
リ
サ

イ
ク
ル

が
始
ま
り
ま

す
。

４
月
２

日
か
ら

ご
み
の
出

し
方

が
８
分
別

に
変

わ
り
ま

す
の
で
ご

協
力

を

お
願

い
し

ま
す
。

※
「
家

庭
ご
み
の

分
け
方
・

出
し
方
」
の
チ

ラ
シ

に
つ

い
て

は
、
環
境
業
務

課
・
市
民
課

・
各
支
所

に
備
え
て

あ

り
ま

す
の
で
ご
利

用

く
だ
さ

い
。

問
環
境
業
務
課
電
話
3
6
6
・
7
3
3
3

(
3
)
家
電
回
収
協
力
店
に
引
き
取
り
を

依

頼
す

る

。

(
4
)
松
戸
市
一
般
廃
棄
物
処
理
業
者
（
事

業

所
か

ら
排

出

さ
れ

る
場
合

は
、
産

業

廃
棄

物

収
集
運

搬
許
可

業

者
）

に

引

き
取

り
を

依
頼

す

る
。

※
(
1
)
～
(
4
)
に
つ
い
て
は
リ
サ
イ
ク
ル

費
用

と
収

集
運

搬
費

の
支
払

い
が

必
要

で

す
。

(
5
)
家
電
メ
ー
カ
ー
が
指
定
す
る
場
所

ま
で
自

己

搬
入

す
る

（
下

表
参

照
）
。

※
リ
サ

イ

ク
ル
費

用

の
支
払

い

が
必

要
で

す

。

消費者が負担する費用(税別)

主なメーカーのリサイクル費用

洗濯機 2,4100円

ブラウン管テレビ 2,700円

エアコン 3,500 円

冷蔵庫 4,600 円

●
家
電
｀
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
リ
サ
イ
ク
ル

費
用

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

各

販
売
店
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

ミニリサイクルプラザの抽選会

開場日時毎週月～金曜日午前

10時～午後4時

〔休場日=祝日、年末年始(12

月28日～1月4日)〕

案内図

●
家
電
販
売
店
等
の
収
集
運
搬
費
に
つ

い
て
は

、
各
販
売
店
等

に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
家
電
メ
ー
カ

ー
ヘ
自

己
搬
入
す
る
場

合
は
、
収
集
運
搬
費
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

近隣の家電メーカーの指定引き取り場所

家電メーカー 事業所名 所在地 電話番号

Ａグループ

松下・東芝・ビ

クター・サムス

ンなど

㈱スズトク船橋

営業所

船橋市日の出1の21の

１

047ー431-32
45

㈱やまたけ三郷

営業所
三郷市上彦名522

0489-58-23

81

Ｂグループ

三菱・三洋・シ

ャープ・ソニー

・日立・フナイ

など

日本通運㈱北千

住支店沼南流通

センター課

沼南町鷲野谷字宮後

原1027 の1

0471-93-32

31

㈱バイパーサイ

クルシステムズ
市川市東浜1の2の4 327ー5860

自
己
搬
入

す
る
場
合
は

▼
各
指
定
引
き
取
り
場
所
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

タ ー

まだ使える木製粗大ご みを再生・展

示・販売しているミニリサイクルプ ラ

ザ（松戸市再生品 展示場＝和名ヶ谷ク

リーンセンター内）では、現在第6 回 抽

選会に向けて再生品を展示し 、申し 込

みを受け付けています。お気軽にお立

ち寄りください。

●第6 回 抽選会 …4 月5 日田午前11 時から

●当選者引取期間…4月５日(木)選会後

～午後2 時 ・９日側午前9 時30 分～11 時

30分・10日（火午後2時～4時・11日(水)午

前9時30分～11時30分・12日(木)午前午

ハ

イ
タ
ウ
ン

後2時～4時・３日(金)午前9時30分～11　

時30分・５日(日)午前10時～午後4畤

●臨時休場…4月16日(月)(次回展示品準

備のため)

※申し 込みは一世帯一点に限り ます。

※引取期間および臨時休館日には申し

"

高
等
学
校
修
学
資
金
・
’奨
学
金
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

経
済
的
理
由
で
児
童
を
高
等
学

校
等
に
修
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難

な
保
護
者
に
、
修
学
資
金
・
奨
学

金
を
給
付
し
ま
す
。

支
給

額

…
（
月

額
）

公

立

＝
九

千

円
、
私
立
＝
一
万
五
千
円

対

象
：

①

経
済

的

理
由

で
児
童

を

高
等

学
校
等

に
修

学

さ
せ

る
こ

と

が
困

難
な

保
護

者

⑤
保
護
者

と
児

童

が
引
き

続
き

一
年
以

上
市

内
に

居
住

し
て

い
る
こ

と
③

成
績

良
好

で
健

康
な
こ

と
④
学

校

教
育
法

に

よ

る
高
等

学
校

等

（
高
等

学

校
・

高
等

専

門

学

校
・
盲

学

校
・
ろ
う

学
校

・
養

護
学

校
の
高

等
部

・
学

校
法

人

の
設

置

す
る
専

修
学

校

の

高
等

課
程

）
に
在

学
し

て

い
る
こ

と
⑤
法

令

そ

の
他
に

よ
り

、
類
似

の
学

資
給

付
を
受

け
て

い
な

い
こ

申
請

に
必

要
な

も
の
：

①

認

め
印

②

修
学
資

金

・
奨
学

金
交
付

申
請

書
（
児
世

侶
祉
課

・
市

民
課

・
各

支

クリーンセンター

込みはできません。
《次回の予定》
●展示開始…4月17日(火)
●抽選会…6月7日(木)
問環境計画課ごみを減らす係電話366 ―
7332、再生品展示場電話O392-3051
※詳細は市のホームページでも見られます。

http://ｗｗｗ.intership.ne.jp/~mcity/matsudo/gomi/saisei/

所
に
あ
り
ま
す
匸

⑤
成
績
証
明
書

④
推
薦
齊
⑤
仕
学
証
明
書
⑥
住
民

票
（
家
族
全
員
の
も
の
）
ま
た
は

外
国
人
登
録
済
証
明
書
⑦
平
成
1
2

年
分
の
源
泉
徴
収
票
と
最
新
の
給

与
明
細
書
（
自
営
業
者
は
平
成
1
2

年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
書
の
写

し
）
ま
た
は
収
入
が
分
か
る
書
類

（
保
護
者
あ
る

い
は
そ

れ
に
準
ず

る
人
の
収
入
が
対
象
）
⑧
振
込
指

定
金
融
機
関
の
通
帳
の
表
紙
コ
ピ

※
現
在
受
給
し
て
い
る
人
も
再
度

申
請
が
必
要
で
す
。

※
申
請
し
た
月

か
ら
対
象
で
す
。

申
一
年
間
（
４
月
～
３
月
分
）
受

給
希
望
の
大
は
、
４
月
２
日
月
～

一
回
日
金
（
土
・

日
曜
日

を
除
ぐ
）

の

問

に

、
直

接

児

童
福

祉
課

給

付
係
（
電
話
3
6
6
・

7
3
4
7

）
　へ

捫:

市

長

交

際

費

を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す

５
月
1
5
日
火
に
４
月
分
を
掲
載

開
か
れ
た
市
政
を
め
ざ
し
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で

、
市
長

交

際
費

の
支
出
内

容
を

公
開

し
ま

す
。

原
則
と
し
て
行
事
名
、
支
払
い
先
等
の
内
容
は
す

べ
て
公

開

し

ま

す

が
、

プ
ラ
イ

バ

シ
ー

の
保

護

上

、

公

開
で

き
な

い
も

の
も
あ

り
ま

す
。

公

開

す

る
の
は

、
平

成
1
3
年
４

月
１

日

か
ら

の
市

長
交

際

費
で

、
各

月
ご
と
に

掲
載
し
、
翌
月
1
5日

（
休

日

の
場

合
は

翌
日
）

に
追

加
更

新
し
て

い
き

ま
す

。

ま
た

、
同

じ
内

容
を

市

役
所

別
館

一
階
行

政
資

料

セ
ン

タ
ー
で

閲
覧

す

る
こ

と

が
で

き
ま
す
。

※
４
月
分
は
５
月
1
5囗
㈹
に
公

開

問電話366

7
3
0
3

教

育

委

員

会
会

議
を

開

催

４
月
９
日
月
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル
五
階
会
議

室※
傍
聴
で
き
ま
す
。
議
案
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
奮
貝
会
企
画
管
理
室
電
話
3
6
6
・

松

戸

市

地

域

保

健

医
療

計

画
推

進

協

議
会

（
平

成
1
2年

度

第

二

回

）
を

開

催

３
月
2
9
日
木
午
後
１
時
3
0
分
か
ら

会
場
市
役
所
議
会
棟
三
階
特
別
委
員

会
室
　

議
題
松
戸
市
地
域
保
健
医
療

計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
　
傍
聴
定

員
当
日
先
着
十
人

問
保
健
福
祉
課
電
話
3
6
6
・
7
4
8
5

松

戸
市

男
女

共

同

参

画

推

進
協

議
会
（
平

成

１２
年

度
第

二

回
）
を

開

催３
月
2
9
日
木
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
丱
つ
ま
っ
ど

議
題
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
達
成

目
標
の
具
体
化
、
市
民
が
行
う
ま
ち

の
現
状
分
析
の
検
討

※
傍
聴
希
望
の
人
は
、
開
催
日
ま
で

に
推
進
協
議
会
事
務
局
（
女
性
セ

ン
タ
士

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ

問
女
性
セ
ン
タ
１
電
話
3
6
4
・
8
7
7
8

県

営

住

宅

の

入

居

者

を

募

集

募
集
期
間
４
月
Ｉ
日
日
～
1
5
日
日

入

居
資

格
①
所

定
の

方
法

に
よ
り

算

出

し
た

収
人
月

収

が
、

一
般

の
場

合

二

十
万

円
以
下

、
高

齢
者

・
身

体
障

害

者

な
ど

の
場
合

（
条
件

あ
り

）
二

十
六
万
八
千
円
以
下
②
現
に
住
宅
に

困

窮
し

て

い
て
、
原

則

と
し
て
同

居

。

親
族

が
あ

る
こ

と

※
募
集
案
内
書
は
、
４
月
２
日
月
～

1
3
日
金
・
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
の

間
に

、
東
葛

飾
支

庁
県
民

セ
ン

タ

ー
・
市

住
宅

課

・
各

支
所

で
配
布

し
ま

す
。

問
千
葉
県
ま
ち
づ
く
り
公
社
県
営
住

宅
管
理
部
募
集
課
電
話
0
4
3
・
2
2
2
・
９
１

消

費

生

活

セ

ン

タ

ー
の

相

談

時

間

が

変

更

に

な
り

ま

す

４
月
か
ら
、
消
費
生
活
に
関
す
る

相
談
の
受
け
付
け
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
８
時
3
0分
か
ら
午
後

４
時
ま
で
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

問
消
費
生
活
課
電
話
3
6
6
・
7
3
2
9

文

化

ホ

ー
ル

ギ

ャ
ラ

リ

ー
の

使

用
受

け

付

け

４
月
1
1日
水
午
前
1
0時
3
0分
　
会

場
又
化
ホ
ー
ル
（
講
座
室
）
　

俥
用

期
間
７
月
３
日
火
～
９
月
3
0
日
日

持
ち
物
使
用
料
・
社
会
教
育
関
係
団

体
登
録
証
（
該
当
団
体
の
み
）

問
文
化
ホ
ー
ル
電
話
3
6
7
・
7
8
1
0

米

穀

販

売

登

録

小

売

業

の

更

新

手

続

の

ご

案

内

対
象
平
成
1
0
年
６
月
に
販
売
業
の

登

録
を
受

け

た
人
　

申
請

期
間
４

月

２
日
月
～
４
月
2
7
日
金
申
請
先
主

た
る
販
売
所
が
市
内
の
場
合
、
市
農

政
課

申
請
用

紙
の
配

布
東

葛
飾

支

庁

産
業
課

・
市

農

政
課

申
請

手
数

料

九
千
円

（
二

店
舗
目

以

上
は

、
一

店

舗
に

つ
き
五
千

円

を
加

算
、
千

葉

県

収
入
証

紙

で
納
入

）
　

登

録
期
日

平
成
1
3
年
６
月
１
日
金
（
三
年
間
有

効
）
問
東
葛
飾
支
庁
産
業
課
｀
電
話
3
6
1
・
２
１

１
６
、
市
農
政
課
農
政
係
電
話
3
6
6
・
７

危

険

物

取
扱

者

試

験

①
６
月
３
日
日
②
６
月
1
0
日
日

会
場
①
木
更
津
中
央
高
等
学
校
ほ
か

二
会
場
②
日
本
大
学
生
産
工
学
部
津

田
沼
校
舎
ほ
か
一
会
場
費
用
申
種

五
千
円
、
乙
種
三
千
四
百
円
、
丙
種

二
千
七
百
円

を
希
望
者
に
は
講
習
会

や
模
擬
試
験

を
有
料
で
実
施
。
テ
キ
ス
ト
の
頒

布
も
行

っ
て
い
ま
す
。

申
４
月
９
日
月
～
1
2
日
水
の
間
に
消

防
局
と
各
消
防
署
で
配
布
し
て

い
る

願
書
を
松
戸
市
危
険
物
安
全
協
会
事

務
局
（
市
消
防
局
予
防
課
内
電
話
3
6
3
・

1
1
1
4
）
　へ
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ケ
ア
ハ
ウ
ス
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

７月オープ ン

完成予想図

監
査
結
果
を
公
表
し
ま
す

平
成
１２
年

度
の

定
期
監
査
結
果

の
概
要
を

、
次
の

と
お
り
公

表
し

ま
す
。

平

灰
１３
年

３
月
１

日

松
戸

市
監

査
委

員岡松 川中

本 崎村西

和国 幸

久忠 信務

○

監
査
の
対
象
＝
総
務
企
画
本
部
、

会
計
課
、
市
議
会
事
務
局
、
す
ぐ
や

る
課
、
秘
書
課
、
市
民
環
境
本

部
、

財
務
本

部
、
選

挙
管

理
委

員
会

事
務

局

、
農

業
委
員

会
事

務
局

○

監

査
対
象

事
項

＝
予
算

の
執

行
状

況

、
現

金

の
取

扱

状
況
（
共

通
事

項
）
、

重

点
項

目
、
評

価

シ
ス

テ

ム
関

係
経

費

（
総

務
企

画
本

部
企

画

管
理

室
）
、

切
手

・
は

が
き
等

の
管

理
状
況

、
生

産
物
売

払
収
入
及

び
雑
入
（
総
務
課
）
、

広

報

ま

つ
ど

発
行

経

費
（
広

報
課

）
、

男

女

共
同

参
画

推

進
関

係

経
費
（
女

性
セ
ン
タ
ー
）
、
特
殊
勤
務
手
当
（
人

事

課
）
、
防
災
用

機
材

等

の
管

理
状
況

（
防
災

課
）
、
出

納
員

、

現
金

・
物
品

取
扱
員
の
管
理
（
会
計
課
）
、
議
会

報
及

び
会
議

録
発
行

経
費

（
市

議
会

高
齢
の
た
め
一
人
で
生
活
す
る
に

は
不
安
の
あ
る
六
十
歳
以
上
の
人
を

入
居
対
象
と
し
た
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
、

現
在
、
市
内
に
二
施
設
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
７
月
の
開
設
に
向
け
て
三

番
目
の
ケ
ア
ハ
ウ
ス
が
旭
町
に
建
設

中
で
す
。

ケ
ア
（

ウ
ス
は
高
齢
者
の
身
体
状

況
に
配
慮
し

た
住
宅
機

能
を
持
ち
、

食
事
の
提
供
や
緊
急
時
の
対
応
が
図

ら
れ
て

い
る
住
宅
機
能
を
重
視
し
た

老
人
福
祉
施
設
で
す
。

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

施
設
名
称
・
：
ケ
ア
ハ
ウ
ス
サ
ン
シ
ャ

イ

ン
所
在
地
：

旭

町

一
丁

目

二
七

〇

の
一

定
員
…
五

十
人

構

造
・：
鉄
筋

コ

ン
ク
リ

ー
ト

造
五

階

事

務
局

）
、
業

務

委
託

料

の
予

算

執

行
（
す
ぐ

や

る
課
）
、
報

償
費

の
予

算

執
行

、
表
彰
関

係
（
秘

書
課
）
、
国

際

交

流
関
係
記

念

品

（
市

民

環
境
本

部

企
画
管
理
室
）
、
市
民
セ
ン
タ
ー
使
用

料

の
収

納
状
況
（
地
域

振
興
課

）
、
法

律

相
談
等

報
償

費

の
執
行

（
市
民

相

談
課
）
、
自

転
車
駐

車
場
使

用
料

の
収

納
状
況
、
自
転
車
等
移
送
保
管
料
の

収

納
状
況
（
安
全

課
）
、
国

民
年

金
保

険

料

の
徴
収

事
務

（
国

民
年

金
課

）
、

住
民
票
閲
覧
手
数
料
の
収
稍
状
況
（
市

民
課
）
、
行
政
財
産
目
的
外
使
用
料
の

収

納
状
況
（
各

支
所

共

通
）
、
防
犯

灯

設
置
費
補
助
金
の
執
行
（
馬
橋
支
所
、

新

松
戸

支
所

、
矢
切

支
所

、
東

部
支

所
）
、
リ

サ
イ

ク
ル
活
動

奨
励

金
の
執

行

（
環

境
計

画

課

）
、

合
併

処
理

浄

化

槽
設
置

促
進

事
業

補
助

金
の
執

行

（
環

境
保

全

課
）
、
粗

大

ご
み

処

理
手

建
て
、
全
個
室

居
室
…
二
十
三
・
三
二
平
方
㍍
（
洋

室

と
和

室
の
別
あ
り
）

居
室
設
備
…
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
・
洗
面

所

・
ト

イ
レ

ー
エ
ア
コ

ン
・
電
話

機

共

用

設
備
：

食

堂

・
談
話

室

・
娯
楽

室

・
浴

室

・
喫

茶

コ

ー
ナ

ー

・
売

店

・
洗

濯
室

サ
ー
ビ
ス
内
容
・
三
食
の
食
事
提
供
、

緊

急

時

・
夜

間

の
対
応

、
相
談

・
助

言対

象

者
・：
原
則

と
し

て

六
十
歳
以

上

で
常

時
自

炊

が
で

き
な

い
程
度

の
身

体
機
能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
る
人
。

高
齢

の
た

め
独

立
し
た

生
活

に
不

安

が
認

め
ら

れ
家
族

援
助

が
困
難

な
人

開
設
・：
７

月
（
予

定
）

利
用

料
：
入

居
時

＝
保

証
金

（
一
人

三

十
万

円

）
、
毎

月

＝
基

本

利

用

料

（
管
理
費

・
生
活

費

・
事

務
費
）
と
共

益
費

（
約

七
万
五

千
～

十
三
万

四
千

円
）
交
通

…
馬

橋
駅
西

口

か
ら
京

成

バ
ス

「
松
戸

駅
行

き
」
で
「
馬

橋
高
校

前
下

車

」
徒

歩
三
分

回
社
会
福
祉
法
人
陽
光
会
電
話
3
7
4
・
６

２
１
１
、
市
高
齢
者
福
祉
課
電
話
3
6
6
・

数

料
収

納

委
託

料

の
執
行
（
環

境

業

務
課
）
、
行
政
財
産
目
的
外
使
用
料
の

収

納
状

況
（
環

境
施

設
課

）
、
ス

ポ
ー

ツ
施
設
使

用

料
の
収

納
状

況

（
ク
リ

ー
ン
セ

ン

タ
ー
、
東

部

ク
リ

ー
ン

セ

ン

タ

古

、

ご

み
処

分
手

数
料

の
収

納
状
況
旦
暮
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）
、

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
の
収
納

状

況
（
和

名
ヶ

谷

ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ

ー
）
、
中

小

企

業

融

資

資

金

利

子

補

給

金

の
執
行

、
中
小

企
業

資
金

融
資

預

託
金

及

び
商
工
組

合
中

央
金
庫

預

託

金

の
執

行
（
商

工
観

光
課
）
、
消
費

生
活
展

開

催
経

費

の
執
行
（
消
費

生

活

課

）
、
農
業

関

係

団

体

補

助

金

交

付

要
綱

に
基

づ
く
各

種

補
助
金

の
執

行
（
農

政
課
）
、
各

会
計

へ
の
繰
出

金

の
執
行

状
況

（
財
務

本
部
企

画
管

理

室
）
、

土

地

開
発

基
金

の
管

理
状

況

（
管
財
課
）
、
指
名
審
査
会
の
一
連
の

両
市
立
病
院
の

診
療
科
目
と
診
療
日

が
変
更
に
な
り
ま
す

●

松

戸

市

立

病

院

松
戸
市
立
病
院
は
、
４
月
か
ら
「
呼
吸
器
外
科
」
の
診
療
を
始
め
ま
す
。

な
お
、
入
院
リ
ハ
ビ
リ
は
東
松
戸
病
院
へ
、
外
来
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
も
基

本
的
に
は
東
松
戸
病
院
に
移
り
ま
す
。

診

療
日

耳
鼻

咽喉
科

呼

吸
器

外

科

※ 毎

水 週
曜 月
日～

は 金
初 曜

診 日
の

み
行

い
ま
す

毎

週

月

火

木

曜
日

●
東

松

戸

病

院

朿
松
戸
病
院
は
、
４
月
か
ら
内
科
系
中

心
の
慢
性
期
対
応
型
の
医
療
を
行

い
ま
す
。
外
科
系
の
科
目
（
外
科
・
整
形
外
科
・
泌
尿
器
科
・
眼
科
・
耳
鼻

咽
喉
科
・
婦
人
科
）
は
外
来
の
み
と
な
け
ま
す
。

ま
た
、
回
復
期
の
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
ン
ヨ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
医
師
や
技

術
ス
タ
ッ
フ
を
充
実
さ
せ
、
東
松
戸
病
院
で
行

い
ま
す

。
「
呼
吸
器
外
科
」

の
診
療
は
廃
止
し
ま
す
。

診
療
日

耳

鼻
咽
喉
科

眼

科

整
形

外
科

外

科

日 毎
午 週
後 月
曜
日
午
前

火
曜
日

午
後

金
曜

５ ４
月 月

か は
ら変
毎更
週 な
月 し

水

金
曜
日

毎
週
月

火

木
曜
日

毎
週
火

金
曜
日

※
そ
の
ほ
か
は
、
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。

問
松
戸
市
立
病
院
医
事
課
電
話
3
6
3
・
2
1
7
1
（
内
線
1
1
1
9
）
、

東
松
戸
病
院
総
務
課
医
事
係
電
話
3
9
1
・
5
5
0
0
（
内
線
2
1
0
8
）

流
れ
（
契
約
課

）
、
し

ゅ
ん
工

検

査
結

果
（
工

事
検
査

課
）
、
事

業

所
税

の
賦

課

業

務
（
税

制
課
）
、
個

人
市
民

税

の

賦
課
業

務

の
適
正

性
（
市

民
税

課

）
、

賦
課
業

務

の
適
正

性

（
固
定
資

産
税

課

）
、
不

納
欠

損
処
分
（
収
納

課
）
、
啓

発

宣
伝

広
報

車
巡

回
及

び
街
頭

啓
発

委

託

（
選
挙

管
理

委
員

会
事

務

局
）
、

農
地

関
係
等

証
明
手

数

料
の
収

納
状

況

（
農

業
委

員
会

事
務
局

）

Ｏ
監

査
の
期
間
＝
平
成
1
2年
９
月
７

日
～
1
2
月
2
2
日

○

監

査

の
結

果

＝
監
査

の
結

果

は
、

適
正

に
執
行

さ

れ
て

い
る
も

の
と
認

め
ら

れ
た

。

な

お
、
要

望
事

項
は
次

の
と

お
り

。

○
松
戸

市

土
地
開

発
基

金
で
取

得
し

た
土

地
の
中

に

は
、
基

金
財

産

の
ま

ま
で

既
に
供

用
開

始
し

て

い
る
も

の

が
あ

る

が
、
こ

れ
ら

の
も

の
に

つ
い

て
は

、
供
用

開
始

し
た

時
点

に
お

い

て
行

政
財

産
に
振

り
替

え

、
基
金

設

立

の
趣
旨

に

の
っ
と

っ
た
適

切
な

処

置
を

と
ら

れ
る
よ
う

要
望
す

る
。（
管

財
課
）

○
税

の
公
平

の
観

点

か
ら

、
適
正

な

課
税

に

つ

い
て

、
今

後
も
更

に
努

力

さ

れ
る

よ
う

要

望
す

る
。（
市
民
税
課
）

○
税

の
公
平

の
観
点

か
ら

、
課
税

客

体

の
的
確

な
把

握
及

び
適
正

な
課

税

に

つ

い
て
、
今

後
も
更

に
努

力

さ
れ

る
よ
う
要
望
す
る
。
（
固
定
資
産
税
課
）

○
市

税

の
収
納

率

同
上
に

鋭
意
努

力

さ
れ
て

い
る
と

こ

ろ
で
あ

る

が
、
今

後
も

よ

り

一
層

努
力

さ

れ
る
よ
う

要

望
す

る

。（
収

納
課

）

問
監
査
委
員
事
務
局
電
話
3
6
6
・
７
３
８

森のホール２１チケットガイド問森のホール21チケットセンタ電話384―3331
URL httｐ://ｗｗｗ.intership.ｎｅ.jp/~bmh21(午前10 時～午後７時　月曜休館)

期日5/ 6(日)
東京スカパラダイスオーケストラ☆「ダンスホールクラッシャー」
〈オープニングアウト〉堂島孝平XGO-GO　KNG　RECORDERS

会場大ホール
午 後6 時　 指定5,000 円

5/31木

パーシー・フェイスオーケストラ

～華麗なる映画音楽コレクション～
「夏の日の恋」「ムーン・リバー」「ゴッドファーザー愛のテーマ」

「マリア／トウナイト」「踊り明かそう」「タラのテーマ」ほか

大ホール
午後6時

30 分

Ｓ席　　5,500 円
Ａ席　　4,500 円

Ｂ席　　3,500 円
ぴあ､ローソン

6/ 2(土)

・　3(日)

ジャズライン松戸2001

菊地雅章，日野酷正、川鵈哲郎、大坂昌彦、丁ＯＫU、木住野佳子、

鈴木重子ぽか

大ホール

小ホール

2日＝午後

5
時30分
３日＝午後

1時

両
日共通券6,000円
３日のみ　5,000円

ぴあ

6/17(日)

森の室内楽「ドイツ音楽の系譜」☆
モーツァルト／喜遊曲変口長調Kv.240､ ブラームス／ヴァイオリン、

ホルンとファゴットのためのトリオぽか

小ホール 午後2時

全席自由2,000 円

高校生以下1,000円
ぴあ､ローソン

6/30 出

松竹大歌舞伎☆

「雨の五郎」「双蝶々曲輪日記　引窓」　仮名手本忠臣蔵「道行旅路

の花聟　落人」中村梅玉、坂東彦三郎、中村松江、中村東蔵、中村

扇雀、尾上辰之助ほか

大ホール 午後2時

1階席　　5,000円
2階席　　べ000円
3階席　　2,500円

学割あり
げあ､ローソン

会場…いずれも森のホール21

☆印には 、託児サービス（有料・予約制）があります。詳細はお問い合せください。

学生割引は 、森のホール21 チ ケットセンターのみ取り扱います。

松
戸
市
美
術
展
覧
会
（
公
募
展
）
作
品
募
集

搬
入
日
時
…
６
月
９
日
土
午
後
１

時
～
４
時

搬
人
会
場
：
文

化
ホ
ー
ル

対
象
：
十

六
歳
以
上
の
市

回

仕
住昨年の松戸市美術展覧会

・
在

勤

・
在
学

者

・
市

内
美

術
サ

ー
ク
ル
会

員
お
よ

び
市

内
出

身
者

費
用
：
二
千
円
（
高
校
生
は
千
円
）

種
目
：
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻

出

品
点
数
・：
各

部
一
人

一

点

作
品
の
大
き
さ
：
日
本
画
、
洋
画

＝
M
1
0
号
（
五
十
三
㌢
×
三
十
三

・
四

竹
）

以
上
F
5
0
号

（
百

十

六

・
七
㌢
×
九
十
一
㌢
）
ま
で
、
彫

刻
=
等
身
大
以
内
。

※
絵
画

は
す

べ
て

額
装
。

額
吊
り

金
具
・
ひ
も
を
丈
夫
に
付
け
る
。

ガ
ラ
ス
使
用
の
額
縁
は
不
可
（
ア

グ
リ
ル

板
は
可

）
。

問
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
電
話
3
6
6

・
7
4
6
2
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※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

朗

読

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

講

座
６
月
７
日
～
1
4
年
３
月
7
日
の
毎

月
第
一
・
三
木
曜
日
（
８
月
と
1
2
月

2
0
日
・
１
月
３
日
を
除
く
）
〔
全
十
五

回
〕
午
前
1
0
時
～
午
後
0
時
3
0
分

会
場
市

社
会

福
祉

協
議

会
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

室
　

内

容
視

覚
障

害
者

の
た
め

の

朗

読
ボ
ラ
ン

テ

ィ
ア
活

動
に

必

要

な
基

礎
的

知
識
と

技
術
　

対
象

市
内

在

住

で
全

回
出

席

で
き

る
人
　

定

員

四
十
人
費
用
無
料
（
教
材
費
実
費
）

※
４
月
1
1
日
水
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に

、
ハ

ガ
牛
ま

た
は

フ
ァ

ク
ス
に

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1

-
0
0
9
4
松
戸
市
上
矢
切
二
九

九

の

一
総
合
福

祉
会

館
内
　

松

戸

市

社
会

福
祉
協

議
会

「
朗

読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
係
F
A
X
3
6
8

0
5
3
6

へ

講

座
案
内

（
申
込

要

領
）
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
説
明
会
を
４
月
2
6
日
木
午
前
1
0
時

か
ら

行
い

ま
す

。

問
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
電
話
3
6
2
・
5
9
6
3

松戸地域職業訓練センター（テクノ21)講座

講 座 名 日　　 時 定員／費用

初めての

ワ.Windows 講座

4/ 2月・6金・9月・13金・16

(月）・20金・23月・27金

午前

9人

24,000 円

(20,000 円)

プ
ロ

パ

Word を使った

文書作成講座

4/17火・18水・19木・20金

午後

4/14土・21土　　　　　　土曜

10人

12,000 円

(10,000円）

9人

12,000 円

(10,000 円)

※午前=午前9時30分～午後O時30分、午後=午後1時30分～4時

30 分、土曜=午前9時30 分～午後4時30 分、

日曜大工講座

5/13～14年4/21の毎月第2・3　　20人

ふ

れ

あ

い
教

室
「
リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

ー
エ

ク

サ

サ
イ

ズ
」

４
月
1
1
日
～
7
月
４
日
の
毎
週
水

曜
日
〔
全
十
二
回
〕
午
後
6
時
3
0
分

～
８

時
3
0分

会
場
勤
労
会
館

内

容
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
、
軽
い
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
運
動
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
ス
ト
レ
ッ
チ
、
体
ほ
ぐ
し
　
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
勤
労
者
　
定
員

五
十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

申
４
月
２
日
月
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
往
復
ハ

ガ
牛
に
住
所
・
氏
名

・

年
齢
・
電
話
番
号

・
講
座
名
を
記
入

し
て
、
〒
2
7
1
-
8
5
8
8
松
戸
市
根

杢

二
八
七
の
五
　
松
戸
市
商
工
観
光

課
労
政
係
（
電
話
3
6
6
・
７
３
２
7
）
へ

手

ひ

ね
り

陶
芸

入

門

講

座

５

月
1
0
日

～
６
月
1
4
日

の
毎

週

木

曜

日
〔
全
六

回
〕

午
前
1
0
時
～

正

午
　

会

場

失
切
公

民

館

定
員
先
着
三
十
人

費
用
七
千
円

（
材
料
費
を
含
む
）

申
４
月
1
0
日
火
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

ハ
ガ
牛
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
、
干
2
7
0
-
2
2
2
4
松

戸
市
大
橋
四
八
一
の
一
　
須
藤
仁
恵

(
電
話
3
6
8
・
8
2
9
9
）
へ

※費用のうち（　）内は当会員事業所・当団体会員メンバーの場

合です。

※受け付け開始時間に定員を超えた場合は抽選となります。

申3月26日月午前9時から直接､松戸地域職業訓練センター（小

金原1の19の3電話349―3200)窓口へ

地

域

ネ

ッ

ト

松

戸

講

演

会
「
介

護

保

険

下

で

の

訪

問

看

護

・

在

宅

ケ

ア

の

現

状

と

課

題

」

４
月
7
日
土
午
後
５
時
4
5
分
～
7

時
4
5分
　

会
場

ボ
ッ
ク

ス
ヒ

ル
松

戸

店
八
階

ク
リ

ス

タ
ル

ホ

ー
ル
　

講

師

日

本

看
護
協

会
常

任

理
事

・
山
崎

志

摩
耶
氏
（
視
界
ど
う
た
れ
内
科
診
療

所
院
長
・
堂
垂
伸
治
氏
』
　
費
用
無

料問
あ
ら
か
る
と
・
鎌
田
電
話
3
4
1
・
３
９

俳

句

講

座

４
月
６
日
金
・
7
日
土
〔
全
二
回

午
後
１

時
～
３

時
　
会
場
女
性
セ
ン

①
４
月
１
日
日
・
７
日
土
・
1
7
日

火
②
４
月
1
2
日
木
・
1
8
日
水
、
各
午

後
２

時
～
４

時
　

会

場
①

新
松
戸

市

民
セ
ン
タ
ー
②
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ

ー
　

内

容
や
さ

し
い
日

舞

・
新
舞

踊

費
用

一
回

三
百

円

申
電
話
で
邦
舞
の
会
・
藤
間
電
話
3
4
2
・

2
1
7
1

へ

教

養

講

座

「

市

川

房

枝

と

婦

人

参

政

権

運

動

の

あ

ゆ

み

」

４
月
1
5
日
日
午
前
1
1
時
～
午
後
３

時

会

場

県

女

性

セ

ン

タ

ー
（
柏

市

）

講
師
財
市
川
房
枝
記
念
会
常
務
理
事

・
山

口

み

つ

子

氏
　

定

員

先

着

八

十

人

（
申

し

込

み

制

）
　

費

用

無

料

※
４
月
1
2
日
木
～
1
4
日
土
に
男
女
共

同

参

画

関

連

ビ

デ

オ

の

上

映

会

を

随

時

行

い

ま

す
（
申

し

込

み
不

要

）
。

匣
電
話
で
千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
電
話

０
４
７
１
・
4
0
・
8
6
0
2
へ

「
話

楽
の

友

」

話

し

方

講

座

４
月
２
日
～
６
月
1
8日
の
毎
月
第

∇

三
月
曜
日
〔
全
六
回
〕
午
後
１

時
3
0分
～
３
時
3
0分
　
会
場
稔
台
市

民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
魅
力
あ
る
ス
ピ

ー
チ
の
仕
方
と
楽
し
い
人
と
の
話
し

合
い
を
身
に
付
け
る
　
定
員
先
着
十

人
　
費
用
六
千
円

申
電
話
で
松
戸
話
し
方
友
の
会
・
岡

田
電
話
3
6
3
・
3
8
5
6
へ

初

歩
の

油

絵
講

座

４
月
1
3
日
～
1
4
年
３
月
2
2
日
の
毎

月
第
一
▽

四
金
曜
日

、
午
後
２
時
3
0

分
～
４
時
3
0分
　
会
場
寺
島
文
化
会

館
（
柏
駅
下
車
徒
歩
三
分
）
　
内
容

パ
ス
テ
ル
の
指
導
か
ら
　
定
員
先
着

三
十
人
 

費
用
半
銀

に
と
に
五
千
円

（
モ
チ
ー
フ
代
別
）

※
4
月
1
3
日
金
午
後
２
時
か
ら
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

申
電
話
で
財
寺
島
文
化
会
館
電
話
０
４

院　　 ６
短　　 １
期　　５

子

司

書

十

五
回
〕

午
後
１

時
～
４

時
3
0
分

会
場
昭
和
学
院

短
期
大
学
図
書
館
（
市

川

市

）
　

内
容

「
学

校
図
書

館
司

書

教

諭
」
の

講
座

（
資

格
取

得
も
可
）

費
用

二
万

円

（
テ
キ

ス
ト
代

実
費

）

※
説
明
会
を
４
月
７
日
土
午
前
1
0
時

か

ら
行

い
ま

す
。

申
電
話
で
昭
和
学
院
短
期
大
学
図
書

館
電
話
3
2
4
・
7
1
1
5
へ

コ

ミ

ュ
ニ

テ

ィ

に

お

け

る
参
　
　
　
　初

心

者
向

け

手

あ
み

・
パ

ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒

の

悩
み

ご

と

相

談

・
酒

害

加

型

ま
ち

づ
く

り

研

究
　
　
　
　

チ

ワ

ー
ク

キ

ル

ト
講

座
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家

族

教

室

４
月
2
4
日
～
7
月
1
0
日
の
毎
週
火
　
　
①
４
月
５
日
木
・
1
2
日
木
②
４
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
５
日
木
・
1
9
日
木
①
相
談
＝

曜
日

〔
全
十

二
回

〕
午

後
ら

時
3
0
分

～
８

時
　

会

場
東

京
理
科
大

学

野
田

校

舎
　

内

容

プ
ラ
ン

の

実
施

・
事
後

評

価
へ

の
市

民
参

加
　

対
象
コ

ミ

ュ

ニ

テ
ィ
（
地
域

）
に

お

い
て

、
都

市
計

画
や

ま

ち
づ

く
り

に
携

わ

っ
て

い
る

人

、
ま
た

は

興
味

の
あ

る
人
　

定
員

四
十

人
　

費

用
二

万
円

（
テ

キ

ス
ト

代

実
費
）

問
東
京
理
科
大
学
生
涯
教
育
セ
ン
タ

ー
電
話
0
3
・
３
２
６
７
・
９
４
６
ｎ
／
」

プ
ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム

新

番

組
「
二

〇
〇
一
年
S
Ｆ
だ
っ
た
未
来
」

投
影

期

間
３

月
3
1日
～

５

月
2
7
日

の
土

・
日
曜

日

、
祝
日
　

投

影

開
始

時
間
日

曜
日

、
祝
日

、
第
ニ

ー
四
土

曜

日

は

午

前
1
0
時

・
午

後
１

時
3
0

分
・
３
時
3
0
分
の
三
回
、
第
一
・
三

土
曜
日
は
午
後
の
み
二
回
（
一
回
約

五
十
分

間
）
　

会
場
市

民
会

館

プ
ラ

ネ

タ
リ

ウ
ム

室
　

内

容
か
つ

て

夢
で

し

か

な
か

っ
た

宇
宙

技
術

が
ど

れ
だ

け
実

現
し
た

か

を
紹
介
　

定

員
先

着

八

十
人
　

費

用
子

ど

も
三
十

円

・
大

人

五
十

円

※
投
影

開
始

三
十

分
前

か
ら
発

券
し

ま

す
。

※
５
月
５
日
祝
は
こ
ど
も
の
日
投
影

を
行

い
ま

す

。

問
市
民
会
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
電
話

3
6
8
・
１
２
３
7

さ
く

ら
通

り

音

楽

祭

４
月
７
日
土
正
午
か
ら
　
会
場
さ

く
ら
通
り
五
香
駅
口
特
設
ス
テ
ー
ジ

内
容
第
一
部
＝
ジ
ャ
ズ
づ
く
し
、
第

二
部
＝
サ
ン
バ

ー
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
　
費
用
無

問料楽
祭
実
行
委
員
会

電
話
3
8
9
・
0
0
6
4

６
日
金
・
1
3
日
金
、
午
前
1
0
時
～
正

午
　
会
場
①
小
金
原
市
民
セ
ン
タ
ー

②
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
手

あ
み
＝
変
わ
り
ク
ロ
ス
編
み
前
開
き

ペ
ス
ト
の
制
作
、
牛
ル
ト
＝
ロ
グ
キ

ャ
ビ
ン
の
手
提
げ
と
ポ
ー
チ
の
制
作

費
用
手
あ
み
＝
六
千
五
百
円
、
ギ
ル

ド
＝
五
千
四
百
円

（
共
に
材
料
費
を

含
心
）

※
持
ち
物
は
お
問
い
合
わ
せ
を

問
松
戸
生
活
文
化
協
会
・
安
達
登
朧

・
6
8
9
8

［
］
江

戸

川

ハ

イ

キ

ン

グ

「

野

草

を

た

ず

ね
て

」

４

月
８

日
日

午
前
９

時
3
0
分

集
合

〔
雨

天
中
止

〕
　
集
合

場
所
江

戸
川

土

手

（
松

戸
駅

西
口

か
ら
中

央
通

り
を

直

進

、
突
き
当

た

り
）
　

内
容

里
見

公

園

（
市
川

市

）
ま

で
の

六

・
七
よ

を

野
草

を
摘
み

な

が
ら
散

策
　

定

員

先

着
五
十

人
　

持

ち
物

弁
当

・
水

筒

・
野
草

摘
み

用

具
・
ビ
ニ
ー
ル

袋
等
　
費
用
無

匣 料
電
話
で
江

戸
川
を
守
る
会
松
戸
支

部
事
務
局
（
河
川
清
流
課
内
）
電
話
3
6
6

1
1
5
2

へ

松

戸

国

際

高

校

吹

奏

楽

部

演

奏

会４

月
８

日
日

午

後
１

時
か
ら
　

会

場

森
の

ホ

ー
ル
2
1
　
内

容
ラ
プ
ソ

デ

ィ

ー
イ

ン

ー
ブ
ル

ー

（
ピ
ア
ノ

協
奏

曲
形

式
）
、
ポ
ッ
プ

ス
ス
テ

ー
ジ

、
卜

－

ン

チ

ャ
イ

ム

、
ハ

ン

ド
ベ
ル

、
合

唱
　

費

用
無

料

問
県
立
松
戸
国
際
高
校
・
竹
中
電
話
3
8
6

・
0
5
6
3須

美

杏
子

シ

ャ
ン
ソ

ン
コ

ン

サ

ー
ト

４
月
１
日
日
午
後
４

時
3
0分
か
ら

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　費
用
五
千
円

問
須
美
杏
子
を
囲
む
会
・
森
電
話
3
8
8
・

3
7
6
0

エ

イ

ズ

に

関

す

る
相

談

・
Ｈ

－

Ｖ
抗

体
検

査

４
月
５
日
木
・
1
9
日
木
午
後
２
時

～
３

時
　
会
場
松
戸
保
健
所
　
費
用

無
料
※
匿
名
受
け
付
け
。
二
週
間
後
口
結

果
を
交
付
し
ま
す

。

問
松
戸
保
健
所
疾
病
対
策
課
電
話
3
6
1
‘

2
1
2
1

エ
イ
ズ
に
苦
し
む
人
々
へ

の
理
解
と
支
援
の
シ
ン
ボ

ル
「
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
」

親

と

子

の

ふ

れ

あ

い
リ

ト
ミ

ッ

ク
ワ

ー

ク
シ

ョ

ツ
。フ

５
月
7
日
・
2
1
日
、
６
月
４
日
・

1
1
日
、
7
月
２
日
・
1
6
日
の
月
曜
日

〔
全
六
回
〕
午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午

会
場
青
少
年
会
館
　
内
容
浅
見
こ
の

み
氏
の
指
導
に
よ
り
、
わ
ら
べ
う
た

や
手
あ
そ
び
を
通
し
て
子
ど

も
を
し

つ
か
リ
抱
き
し
め
、
楽
し
い
触
れ
合

い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
　
対
象
二

～
四
歳
の
未
就
園
児
と
そ
の
親
　
費

用
九
千
円

問
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
駒
野
電
3
8
6
話

新

松

戸

コ

ー

ル

ー
マ

ミ

ー

ニ

十

周

年

記

念

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

「

愛

を

歌

う

」

４
月
１
日
日
午
後
２
時
～
４
時

会

場
市

民
会

館
　

内

容
葛

葉

・
愛
の

歌
「
庭

も

ぽ
ど

ろ
に

」
、
海

鳥
の

詩

、

少

年
時

代

、
季
節
の

中
で

ほ
か
　

費

用

無
料

問
新
松
戸
コ
ー
ル
ー
マ
ミ
ー
・
高
橋

電
話
3
4
5
･
0
9
5
7

労

災

職

業

病

な

ん

で

も

相

談

会
３
月
3
1
日
土
午
後
１
時
～
４
時

会
場
船

橋
市
中

央
公

民
館
　

対

応
者

弁
護
士

・
社

会
保

険
労
務

士

・
ソ

ー

シ
ャ
ル

ワ

ー
カ

ー
ほ

か
　

費
用

無
料

問
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
電
話
0
4
3
・
2
2
5

午
後
１
時
3
0分
～
３
時
②
教
室
＝
午

後
３

時
～
４
時
3
0分
　
会
場
松
戸
保

健
所
　
内
容
①
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み

方
に
心
配
の
あ
る
人
ま
た
そ
の
家
族

に
、
専
門
医
師
・
精
神
保
健
福
祉
相

談
員
・
保
健
婦
が
相
談
に
の
る
②
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
を
抱
え
る
家
族

同
士
の
勉
強
と
話
し
合
い
の
場
　
費

用
無
料

※
予
約
制
で
す
。

問
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
課
公

3
6
1
・
2
1
2
1

高
尾
山

ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ

ー

４
月
８
日
日
午
前
９
時
～
午
後
３

時
　
会
場
高
尾
山
　
内
容
何
組
か
に

分
か
れ
、
複
数
の
登
山
コ
ー
ス
を
吝

関
門
で
ク
イ
ズ
を
解
さ
な
が
ら
頂
上

を
目
指
す
　
対
象
小
学
生
～
六
十
歳

く
ら
い
ま
で
の
人

費
用
五
百
円
（
交

通
費
実
費
）

申
３
月
3
0
日
金
ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス

で
山
遊
塾
・
永
田
F
A
X
3
4
3
・
6
1
3
9

（
電
話
0
9
0
・
８
８
０
３
・
8
3
4
6
）
へ

春
休

み

子

ど

も
囲

碁

入

門

の

つ

ど

い

４
月
１
日
日
午
後
1
時
～
３
時

会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象

五
歳
～
中
学
生
　

費
用
無
料

巨
と
き
わ
だ
い
ら
少
年
少
女
囲
碁
ク

ラ
ブ
ー
萩
谷
電
話
3
8
6
・
3
2
2
9

企

画

展

示

「

縄

文

文

化

の

扉

を

開

く

～

三

内

丸

山

遺

跡

か

ら

縄

文

列

島

へ

」

５

月
2
0日
日

ま
で

、
午

前
９

時
3
0

分
～
午
後
5
時
〔
入
館
は
午
後
４
時

3
0分
ま
で

、
月
曜

休
館

（
４

月
3
0日

を

除
く
）
〕
　
会

場

国
立

歴
史

民
俗
博

物

館

（
佐
倉
市

）
　

費
用

四

百
二
十

円
、
高
校
・
大
学
生
二
百
五
十
円
、

小

中
学

生
百
十

円

問
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
電
話
0
4
3
・
4
8
6

・
０
１

２
３

、
Ｎ
丁

丁
ハ

ロ

ー
ダ
イ

ヤ
ル
電
話
0
4
3
・
2
7
7
・
8
6
0
0
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植

木

の

剪

定

４

月
か

ら
６

月
ま
で

の
植

木
の

剪

定

・
枝
お
ろ

し

・
刈
り

込
み

の
予

約

を
受

け
付

け
ま

す
。

※
費

用
は

剪
定

・
枝
お

ろ
し

・
刈

り

込

み
等

の
作

業
内
容

に
よ

り
積

算

し

ま
す

の
で

、
ご
相
談

く
だ

さ
い

。

※
定
数
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま

す
。

申
４
月
２
日
月
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
、

電
話
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
電
話

3
8
4
・
3
1
9
1
へ

消

費
税

・
地

方

消

費
税

（
個

人

事

業

者

）
の

納

期

限

は

４

月

２
日
月
で
す

消
費
税
は
、
預
か
り
金
的
性
格
を

有
す
る
税
で
す
。
納
期
限
す
で
に
き

ち
ん
と
納
税
し
ま
し
ょ
う
。

問
松
戸
税
務
署
管
理
部
門
電
話
3
6
3
・
１

１
１
７

○

お

知

ら

せ

次
号
（
広
報
ま
つ
ど
４
月
２
５
日
号
）

か
ら

掲
載

で
き

る
品

物
は

、
す
べ

て

無

料
の

も
の

に

な

り
ま

す

。

ま

た

、

電
気

用
品

・
日

用
雑

貨
等

は
取
り

扱

い
ま
せ

ん
の
で

。
ご
了

承
く
だ

さ
い

。

○
譲
り
ま
す

〔
家

具
〕
収

納
付

き
木

製
組
み

立
て

ベ

ッ

ド
五
千

円
◆

シ
ン

グ
ル

ペ
ッ
ド

ー一

台

無
料
◆

二
段

ベ
ッ

ド
三
千

円
◆
ソ

フ

ァ
無
料

◆
ラ

ブ
チ

ェ
ア

ー
五

百
円

◆

二

人
掛

け
用
ソ

フ

ァ
無

料
◆
整

理

ダ
ン

ス

三
千

円
◆

学

習
机
千

円

・

一

万
円

◆
折

り
畳

み
机
と

い

ず
セ
ッ

ト

（
パ

イ

プ

製

）
二

千

円
◆

リ

ビ
ン

グ

用
セ

ン

タ
ー
テ

ー
ブ
ル

二
千

円
◆

ダ

イ
ニ

ン
グ

テ

ー
ブ
ル

い
す
六

脚
付

き

五
千

円
◆

籐
製
コ

ー
ナ

上

フ
ッ
ク

ニ

市

立

病

院
形

成
外

科

外

来

の

休

診休
診
日
３
月
2
9
日
木

問
市
立
病
院
形
成
外
科
外
来
電
話
3
6
3

2
1
7
1
内
線
1
1
4
5

千

葉

県

赤

十

字

特

殊

救

護

奉

仕

団

員

を

募

集

当

奉

仕
団
で

は

赤
十

字
救
護

活
動

等
に

ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

と
し

て
協

力
で

き
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動

内
容

①

災
害
発

生
時
＝

救
護

・
情
報

収
集

活
動

、
通

常
時
＝

各

種

防

災
訓

練

・
研
修

会
へ

の
参
加

な
ど

防

災
知

識
と

技
術

の
向
上

に

努
め

る

②
夏
期

海
水

浴
場
に

お

け
る

海
浜
救

護

（
応

急
手

当
）

活
動
　

対
象

①
身

体
強
健
で
あ
る
人
②
亦
十
字
救
急
法

救
急
員

・
ア

マ
チ

ュ
ア

無
線

の
資

格

を
有
す
る
人
（
入
団
後
の
資
格
取
得

で

も
可

）

※
希
望
者
に

資
料
を
お
送
り

し
ま
す

。

問
日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
組
織

普
及
課
奉
仕
係
電
話
0
4
3
・
2
4
1
・
７
５
３

千

円
◆

カ
ラ

ー
ボ

ッ
ク

ス
無

料
◆

げ

た

箱
五

百
円

〔
電

気
用

品
〕
加
湿

器
千

円

一
五
千

円

◆

電
子
レ

ン

ジ
四
千

円
◆

ト

ー
ス

タ

ー
千

円
◆

ス
ピ
ー

カ

ー
ニ

個
セ

ッ
ト

六
千

円
◆

ア
イ

ロ
ン
ハ

百
円
◆

ズ
ボ

ン

プ
レ

ッ
サ

ー
無

料
◆

空
気

清
浄
機

八
千
円
◆
1
4
型
テ
レ
ビ
無
料
◆
全
自

動

洗
濯

機

一
万
円
◆

つ

リ
下

げ
弍

照

明
無

料
◆

食

器
乾

燥
機

二
千

円
◆

カ

ラ

ー
プ

リ
ン

タ

ー
ハ

千

円
◆

フ

ッ
ト

バ
ス

三
千

円

〔
子

供
用

品
〕
ベ

ビ
ー
ベ

ッ
ド

無

料
二

点

・
五
千

円

◆
お

ん
ぶ

だ

っ
こ
ひ

も

五
百
円

・
千

五

百
円
◆

ウ
エ

ス
ト

ポ

ー
チ
型

だ

っ
こ
ひ

も
二

千
円

◆
Ａ

型

ペ
ビ

ー
カ

ー
無
料

・
五
百
円

◆
Ｂ

型

ペ
ビ

ー
カ

ー
五

百
円
◆
Ａ

Ｂ

型

兼
用

ペ
ビ

ー
カ

ー
三
千

円
◆

ペ
ビ

ー

バ
ス

五
百

円

一
千

円
◆

歩
行

器
二
千

円
◆

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

・

語

り

芝

居

出

演

者

を

募

集

市

内

を
拠
点

に

創
作
活

動
を

行

っ

て

い
る
ミ

ュ

ー
ジ
カ

ル
劇

団
「
天
童

」

が

、
市

民
だ

け
の
発

表
公

演
を

プ
ロ

デ

ュ
ー

ス
し
ま

す

。

公
演
日
６
月
3
0
日
土
会
場
市
民

劇

場
　

内
容

①

ミ

ュ
ー
ジ

カ
ル
「

も

も
た
ろ

う
」
②

語
り
芝

居

「
山

椒

太

夫

」
　
対

象

①

高
校

生
以

上

②

大

学

生
以

上

汰
い
ず

れ
も

経
験

・
性
別

不
問

問
劇
団
天
童
電
話
3
8
7
・
8
7
1
6

千

葉

県

警

察

官

を

募

集

試
験

日
第

一
次

＝
４

月
2
2日
日

受

験
資

格

①
大
学

卒
業

ま
た

は
平

成

1
3年
３

月
末

日
ま

で
に

卒
業

見
込

み

の
昭
和
4
5
年
９
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
男
性
②
昭
和
4
5
年
９
月
２
日
～

昭
和
5
8
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
男

性
　
受
付
期
限
３
月
3
0
日
金

※
詳
細
は
お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

問
松
戸
警
察
署
電
話
3
6
9
・
０
１
１
0
、

松
戸
東
警
察
署
電
話
3
4
9
・
0
1
1
0

ハ

イ
ア

ン
ド

ロ

ー
チ
ェ
ア

ー
三
千

円

二
点
◆
木
製
ハ
イ
チ
ェ
ア
ー
無
料
◆

金

属
製

食
卓

用
チ

ェ
ア

ー

（
高
さ

調

節
可
）

無
料

◆
ポ

ー

タ
ブ
ル

テ

ー
プ

ル

チ

ェ
ア

ー
千
円
◆

ジ

ュ
ニ
ア

シ

ー

ト

五

百
円
◆

チ
ャ

イ
ル

ド

シ
ー
ト
千

円

◆
プ

レ
イ

ジ
ム
千

円

・
千

五
百

円

◆

ク

ー

バ
ン

五
百

円
◆

搾
乳

器
五

百

円
◆

お
ま

る
無
料
◆

子

供
用

靴
置

き

三
百
円

◆
1
8
イ
ン

チ
補

助
付

き
自

転

車

（
男
の

子
向

き
）
四
千

円
◆

幼

児

用
乗
用

が
ん

具
千

円
◆

滑
り

台
付

き

ジ
ャ
ン

グ
ル

ジ
ム

二
千

五

百
円
◆

子

供
用
コ

ン

ピ
ュ

ー
タ

（
カ
セ

ッ
ト

五

本
付

き
）

五
千
円

〔
ス
ポ

ー
ツ

用
品

・
楽

器
〕
電
子

ピ
ア

ノ

二
千

円
◆

ピ
ア

ノ

用
い

す
三
千

円

◆

子

供
用

ス
半
－

ウ
ェ

ア

（
男

の
子

用
1
5
0
㌢
）
八
百
円
一
千
円
◆
ス
ノ
ー

ボ

ー
ド
ウ
ェ

ア
ｘ

Ｌ

三
千

円
◆

ウ
イ

ン

グ

弍

ダ
ー
ツ

千

円
◆

ゴ
ル

フ

バ
ッ

ク
フ
ル

セ

ッ
ト

ー
万

円

〔
日

用

雑
貨

〕
Ｌ
Ｐ

用

ガ
ス

テ

ー
ブ
ル

日
土
実
施
の
ワ
ー
プ
ロ
検
定
３
級
の
会
場
は
、
当
所
指
定
の
パ
ソ
コ
ン
ス

ク
ー
ル
の
み
と
な
り
ま
す
（
松
戸
商
工
会
議
所
で
は
行
い
ま
せ
ん
）
。

問
松
戸
商
工
会
議
所
電
話
3
6
4
・
3
1
1
1

無
料
◆

都

市
ガ

ス
用

ガ
ス
テ

ー
ブ
ル

無
料
◆

ド

ラ
フ

タ
ー

無
料
◆

非
金

属

チ
ェ
ー
ン
（
1
8
5
／
7
0
／
Ｒ
1
4
・
1
6
5
／

8
0
／
Ｒ
1
4
）
無
料
◆
バ
ス
タ
オ
ル
ハ

ン

ガ
ー
千

五
百

円
◆
ハ

ム

ス
タ

ー
用

カ

ゴ

無

料

◆

マ

ー

ジ

ャ

ン

パ

イ

無

料
・
二
千
円
◆
耐
火
金
庫
無
料
◆
生

け

花
用
花

器
各

種
五

百
円

か
ら
◆

池

坊
薄

端
四
千

円
◆

剣
山

各

種
五

百
円

◆
紳
士
靴
（
黒
2
6
・
５
㌢
）
千
五
百

円
◆

基
礎

英

語
カ
セ

ッ
ト

テ
ー
プ

三

十

二
巻
四

千
円
◆

車

い
す

無
料
◆

漢

字

用
書
体

辞
典

二
千

円
◆

百
科
事

典

二
十

三

巻
二
千

円
◆

木
目

込
み
人

形

千
円
◆
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
入
り
キ
ジ
は

く

製
三
千

円
◆

ガ
ラ

ス
ケ

ー
ス
入

り

五

月
人
形

連
獅

子
五

百
円

・
金
太

郎

千

円

・
よ

ろ

い
か
ぶ
と

五
千

円
◆

都

市
ガ
ス
用
瞬
間
湯
沸
か
し
器
二
千
円

◆

ガ
ラ

ス
製
人

形
ケ

ー

ス
千

円

申
し
３
月
2
8
日
水
〔
消
印
有
効
〕
ま
で

に
、
ハ
ガ
牛
に
希
望
品
名
（
品
物
）
一

点

に
つ

き

一
人

一
枚
）
　・
価
格

・
住

所

・・
氏
名

・
電

話
番

号

（
昼
間

お
勤

め
の

人
は

勤
め

先
の

電

話
番
号

）
を

記
入
し
て
、
〒
2
7
1
-
0
0
7
3
松
戸

市
小

根
本

七
の

八

京
葉

ガ
ス
Ｆ

松
戸

第
ニ
ヒ

ル
　

松

戸
市

消
費

生
活

課
へ

※
結
果
は

、
翌

月
５

日
ご

ろ
ま

で
に

抽
選

し

、
当

選

者
の
み

に
連

絡
し

ま
す

。
紹
介

後

は
自

主
交
渉

に
な

り
ま

す

。

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
３
月
2
8

日
水
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

二

人
三
点
ま
で
）
。
４

月

2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は
す

べ
て
無
料
で
、
電
気
用
品
・
日
用
雑

貨
・
衣
料
品
・
食
料
品
・
自
転
車
な

ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

※
翌
月
1
5
日
ご
ろ
ま
で
に
連
絡
が
な

か
っ
た
場
合
は
、
希
望
者
が
い
な

か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
消
費
生
活
課
電
話
3
6
6
・
７
３
２
９

期　問 内　　　容

4/1日～

6/10(日)

戸定邸を巡る人々　一趣味と生活一

昭武口よって建てられた戸定邸には、昭武の家族が住み、徳川

宗家、徳川慶喜家、一橋徳川家の人々などさまざまな人々が訪れ

ました。ここでは、戸定邸にゆかりの人々と彼らに共通する趣味

と交流の様相を絵画や漆工品などと共に展示します。

開館時間･‥午前9時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで、月曜日は休

館。ただし 、祝日・休日の場合は開館し翌日休館)

入館料…戸定邸・歴史館共通入館券一般240 円(200 円)、高・大学生160 円

(120円)小・中学生80円(60円)個別入館券一般15O円(12O円)、高・人

学生100 円(80 円)、小・中学生50 円(40 円)〔(　) 内は団体料金/20 人以上〕

※毎月第2・4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

※3月31日土までは、歴史館のみ閉館です。戸定邸は、通常通りご覧になれ

ます。

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス
教

室

会　 場 曜日 時　問 対 象 期 間 費 用 問松戸市ソフトテニス連盟

金ケ作公園庭球場

火 午後7時～9時

午前10時～正午

一般

4月～11月 15,000円 小倉電話345-0899

土

4月～7月

7,000円

6,000円

古田電話388-6431

吉田電話343-0322

日

月

木 午後1時～3時

栗ヶ沢公園庭球場 木
午前10時～正午

中央公園庭球場 水

金ヶ作公園庭球場 日 午前8時～10時 中学生
耳月～12月

(8月は休み)

7,000円(保

険料を含む)
中沢電話342-7326

申
直
接
会
場
で
（
随
時
可
能
）

21世紀の森と広場パークセンター電話345-8900

期　　間 内　　容

展 4/10火～21土
パステル画展～穏やかに晴れわたる午後

パートⅢ　　　　　　　　　　新咲清彦

春の盆栽展　　　日本盆栽協会松戸支部4/29祝～5/3祝

4/22(日)午前0時～11時30分|昆虫ウォッチング

〔雨天中止〕|講師自然解説員・松葉光豊氏

4/28土午前10時～11時30分　バードウオツチング

〔雨天中止〕講師自然解説員・首藤美恵子氏

定員先着25人　費用無料

申当ロパークセンターで

毎週水‘土・日曜日と祝日｀みどりの相談員による花や緑に圉する相

（電話でも受け付けます）

開館時間…午前9時～午後4時30分

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

曜
日
（
５

月
４

日

を
除

く
）〔
全
五

回
〕

午
後
７
時
～
９
時
　
会
場
小
金
小
学

校

体
育
館
　

定

員
先
着

二
十

人
　

費

用

無
料

申
３
月
2
6
日
月
か
ら
、
直
接
ま
た
は

電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
課
電
話
3
6
3
・
9
2
4

１
へ

ソ

フ

ト
テ

ニ

ス

大

会

大会名 日 時 会場 対 象 種目国際ルール）費 用

Ａ

春季市民ソ

フトテニス

大会

Ｂ

春季クラブ

対抗ソフト

テニス大会

A  4/15(日)

B4/29祝

午前8時30

分受け付け

午前９時試

合開始

雨天中止〕

栗ヶ

沢
公

園
庭
球
場

市内在住・在勤

・在学・在クラ

ブの人

●男女ABCD

ランク別

・45 歳以上

男女ランク別

1チーム

2,000円

1チーム

6,000円

連盟の加盟クラ

ブ３組１チーム

(一般チームも

参加可)

申Ａは3/30金、Ｂは4/13金までに所定の振り込み用紙で

問松戸市ソフトテニス連盟一山下電話345-7084

親

子

体

操

教

室

４
月
1
4
日
～
６
月
2
3
日
の
毎
週
土

曜
日

（
５

月
５

日

、
６

月
２

日

・
９

日

を
除

く

）〔
全
八

回

〕
午
前
９

時
3
0

分
～
1
1
日
時
　
会
場
運
動
公
園
体
育
館

小

体
育

室
　

対

象

三
歳

児
と

そ
の

親

定

員
四
十

組

（
抽

選
）
　

費

用

一
回

二

百
十

円

（
施
設
使

用

料
）

申
４
月
９
日
月
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
八
力
キ
に
住
所
・
親
子
の
氏
名

（
ふ

り
が

な
∇

年
齢

・
電

話
番
号

・

返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
干
2
7
1

ｰ
0
0
6
4
松
戸
市
上
本
郷
四
四
三

四

松
戸

運
動
公

園
内
　

ス
ポ

ー
ツ

課

（
電
話
3
6
3
・
9
2
4
1
）
へ

こ

ど

も

体

力

づ

く

り

教

室

４
月
2
0
日
～
６
月
1
5
日
の
毎
週
金

曜
日
（
５
月
４
日
を
除
く
）
〔
全
八
回
〕

午
後
３

時
3
0
分
～
５

時
　

会

場
運
動

公

園
体

育

館
拱
体

育
室
　

対

象
小

学

三
年
生
　
定
員
四
十
人
（
抽
選
）

費
用

無
料

申
４
月
1
3
日
金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
ハ

ガ

半
に
住

所

・
氏
名

（
ふ

り

が

な
）
　・
学
年

・
電

話
番
号

・
返

信

用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
ｰ
0

0
6
4

松

戸
市
上

本

郷
四
四

三
四

松

戸
運
動
公
園
内
　
ス
ポ
ー
ツ
課
（
電
話

3
6
3
・
9
2
4
1

）
へ
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聴いてみよう　＝文化施設だより＝

電話384-5050

期　日 内　　容(☆は有料) 開演時

間

問い合わせ先

3/29 休)

～4/ 1(日)

4/ 80日)

11水

21土

25水

ヤマハ音楽教室発表会
10:00

(3/30は

13:00)

伊藤楽器松戸営業所　電話348-0111

県 立松戸国際高校吹奏楽部第24回定期

演奏会

THE ALFEE AUBE 2001 NEVER FADE☆

谷村新司コンサート　　　　　　　 ☆

13:00
県立松戸国際高校・竹中

電話386-0563

18:30

18:00

フリップサイド電話03-3470-9999

ちけっとぽーと　電話03-3357ｰ9999

劇団四季ミュージカル「ユタと不思議

な仲問たち」　　　　　　　　　　 ☆
18:30 劇団四季予約

センター
電話0120-489一444

3/28水

29木

30金

4/ 1(日)

第4回金沢バレエスタジオ発表会

きものから洋服に～第10回アトリエ・

モードASAKO ファッションショー

15:30 金沢バレエスタジオ･岩村Q388-ﾜ696

14:00

18:00

アトリエ・不一 ﾄﾞASAKO

電話342-2050

二松学舎大学附属沼南高校吹奏楽部第

16回定期演奏会

須見杏子シャンソンコンサート　　 ☆

二松学舎大学附属沼南高校・山尾

電話0471-91　5242

16:30 森冨久男　　　　　　O388-3760

7
土

第44回伊藤楽器ヤマハ音楽教室発表会
エレクトーンの部

14:00

17:00
伊藤楽器松戸営業所　電話348-0111

新松戸幼稚園・田畑　電話344-419

松戸子ども劇場　　　電話386-9154

8(日)スプリングコンサート

11お水母さんはフランケンシュタイン　☆

１２:00

１９:00

12木高齢者交通安全のっとい １３:30松戸東警察署　　　　電話349-0110

14土尾形摂子門下生ピアノ演奏会 １５：00尾形摂子　　　　　　電話346-35

88杉本純子　　　　　　電話367-1624

RO-ON　　　　　　電話365-9911

15(日)純子音楽教室第5回発表会 12:00

17火

21土

25水

松戸「狂言の夕べ］　　　　　　　 ☆

津軽三味線吉田兄弟コンサート（完売）☆

楊興新胡弓コンサート　　　　　　　☆

１８:30

１５:30１
８：３
０ アートプロデュース衣川　電話0471-45-6891楊興新チケットセンター電話0120-15-8359

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

市民劇場 O368-0070

期日 内　　 容 （☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

3/25(,日)松戸PV 音楽教室発表会 10:00 鷲見基予　　　　　　　電話367-8338

27火 健康カラオケコンテスト 18:00 健康カラォヶ普及会　　電話341-3623

29

木

モイラ ミケリ一ニ ピアノリサイタル☆ 19:00 松戸クラシックを楽しむ会電話367ー0939

4/ 1(日)倫理文化講演会　　　　　　　　　　 ☆ 14:00 倫理研究所耐||艶陽戸ブロック電話389-5580

３火 もくもくももんが楽市楽座 1７:00 土屋英章　　　　　　　電話341-7111

７（

土）

女性週間記念講演会 13:30 女性センターゆうまつど電話364-8778

14

土

落語会 18:

30

生方幸夫　　　　　　　電話330一2500

21土

22日

丸山由利亜 に演劇生活55 年を祝って」☆

13:30

松戸市民劇団　　　 公38叫19 刀18:00

13:30

24火健康カラオケコンテスト 18:00 健康カラオケ普及会　　電話34卜3623

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

文化ホールギャラリー 電話367-7810

期　間 内　　容 問い合わせ先

3/25日まで
華墨会水墨画展 華墨会　　　　　　　　電話343-7430

小金原写友会　　　　　電話341-7062小金原写友会写真展

3/27火～4/ 1(日) 松戸水彩会展

桃香会書篋

松戸水彩会　　　　　　電話387ｰ2721

3/28(水）～4／１日 桃香会　　　　　　　　電話362-7095

4/11水～15(日) 木目込人形和光会作品展 和光会　　　　　　　　電話367ｰ7800

14土・15(日) 松戸少年少女発明クラブ作品展 発明クラブ　　　　電話0471-73-70

4717火～22日 洋画木曜会20 回記念展 木曜会　　　　　　　　　電話361-2

51624火～29祝 東葛美術展 東葛美術会　　　　　　　電話363一7800

開館時間…午前10時～午後6時　※月曜日は休館

戸定歴史館・21 世紀の森と広場パークセンターの催し物は7 面をご覧ください

救急医療体制

博 物 館(21 世紀・森と広場内)

松戸市の市外局番は047 です

電話384-8181

期　　 間 内　　　　　 容

4/ 1日～30(休)午後1時15分・3

時15分から上映（土･日曜日､祝

日･休日は午前11時からも上映）

ハイビジョン映像「小さな旅　緑がつつむ谷の調べ～千葉県養老

渓谷」〈上映時間28 分〉　会場講堂　観覧無料

5月のハイビジョン映像「5000 年のタイムカプセル　巨大遺跡三

内丸山の謎」〈上映時間30 分〉

4/8(日)

午前11時・午後2時から各1時間

博物館館内公開　内容収蔵庫・作業室 一燻蒸(＜んじよう) 庫など

展示室以外の博物館施設を見学　定員各15人
申3月25日日午前10時から、電話で館内公開係電話384-8272へ

4/28土

午前9時～正午

こども自然観察会Ｉ｢ 春を告げる魚たち｣ 内容江戸川で投網・小

型地引網などを用いて魚の採集を行い、捕れた魚について解説

会場江戸川河川敷　対象小学生(親の付き添い可) 定員30人(抽選)
申4月20日金[必着〕までに、往復ハガ牛に住所・名前・学年・電

話番号を記入して、〒27O－2252松戸市千駄堀671　市立博物館

｢こども自然観察会Ⅰ係(電話384-8181)へ

4/28土・3休、5/3祝～6日

各午後2時１５分～3時

映像でみる歴史と文化「20 世紀世界の記録　第1部」　内容20 世

紀の幕開けから第1四半期を賁重な映像資料でたどる　4/28「20

世紀の幕開け1900～1904年」､4/30「第一次世界大戦への道1905

～1913年」、5/3「第一次世界大戦1914～1916年」、5/4「ロシ

ア革命とベルサイユ体制旧口～19199年」、5/5「ヨーロッパの苦

悩1920～1923年」、5/6「アメリカの繁栄1924～1926年］　会

場講堂　定員当日先着80人　費用無料

4/29祝

午後2時～3 時

ガンダーラ調査報告会Ⅵ　内容東京国立博物館が主催し市教育委

員会が協力しているパキスタン発掘調査で出土したガンダーラ彫

刻等の資料整理の成果を報告　会場講堂　講師市社会教育課職員

定員当日先着80人　費用無料

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1時・２時・3時・４時から各回男女各1人
申電話で試着体験係電話384-8272へ

休館日月曜日(ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）第4金曜日・年末年始(12/28～1/4)

開館時間午前9時30分～午後５時(入館は午後４時30分まで)常設展示観覧料一般300円(240円)、

高・大学生１５O円(100円)、小・中学生100円(60円)〔(　　)内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・4土曜日は常設・特別展とか小・中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー(常設展示解説)毎日午前10 時・午後2時から30分間( 参加者は観覧料が必要です)

学芸員による展示スポット解説毎週日曜日午後2時30分から20 分間( 参加者は観覧料が必要です)

※来館者専用の駐車場はありませんので、21世紀の森と広場の有料駐車場をこ利用ください。

市民会館 電話番号368-1237

期日 内容（☆は有料）　　　　　開演時間　　　　　　問い合わせ先

3/25(日) 民謡仲原派45周年発表会　　　　　　　9:25，民謡仲原会　　　　　電話384ｰ5105

29木 とさか平少年少女合唱団第6回定期演奏会 ☆　14:00 ときわ平少年少女合唱団引唐公38卜6079

30金 県立小金高校吹奏楽部定期演奏会 15:00 県立小金高校・吹奏楽部電話341-4155

31土 市立松戸高校吹奏楽羂定期演奏会 15:00 市立松戸高校　　　　　電話385-3201

4/ 1(日)
新松戸コール・マミー20周年記念チャリテ

ィーコンサート～愛を歌う
14:00
新松戸コール・マミー・高橋

電話345―0957

14(士)専修大学松戸高校吹奏楽部第21回定期演奏会14:30 専修大学松戸高校　　　電話362 9101

15日 岸千惠子・鏡五郎・松前ひろ子ショー　☆
14:00

17:30
オフィス友　　　電話03-3982―8980

19木 津軽ひろ子歌謡ショー
14:00

18:30

津軽ひろ子音楽事務所

電話03- 3797ｰ-5006

21土
「ホーム・スイートホーム」チャリティー上

映会

什OCy
14:00

18:00

㈱コーヤマ　　電話03-3288-553

1
22(日)東京音協　古今亭志ん朝一門会　　　 ☆ １４:00東京音協　　　　　　　電話363-43

74※月曜日は休館（ただし 祝日の場合は開館し翌日休館）

松戸駅市民ギャラ

期間 3/29木まで 3/30金～4/12木 4/13金～26木

東
松戸絵手紙の会作品展

問松村電話391-4384

ちぎり絵と押草花絵展

問三沢電話341-5340

バードカービング展

問岩井電話387ー1387

楽しい水彩画みずえの会展

問黒沢電話388-1460
西
公文ペン習字松戸駅前教室作品展

問鎌田電話386-6507

マサル・Ｗ展

問脇坂電話367ー6374

○お気軽にご相談＜ださい　
４
月の相談あんない ○ ・相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。

健康保険証をお忘れなく

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

電話366－0010

平日 午後4時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前9 時

◆夜間急病診療所　　電話368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

電話365-3430

衛生会館内　午後８時～１１時

相談名 期　 日 時　 間 会　 場 相談名 期　 日 時　 間 会　 場 問

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課 ※市

人権相談

第1～第4金曜日 市役所相談談ｺｰﾅｰ

馬 橋支所

六実支所

小金支所

文通事故 午前9時～午後5時
9（月）　i

10火　　
｜

10火　　| 午前10時～午後3時
法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談
コ

ナ

第1月曜日 午前9時～正午
4水 常 盤平 支 所

新松戸市民ｾﾝﾀｰ
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時

4水
登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 5木 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(電話363-6278)でも行っています。

不動産相談 水曜日 午後1時～5時 ・ 心 第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談コーナー

外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午 9(月) 馬 橋支所

10火 六実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

と

相

談

10火 小金支所
労働相談 第１・第3月曜日 午後1時～5時

商工観光

課労政係

4水・18(水) 常盤平支所
※労働・女性就業相談は東葛飾支庁商工労政課(電話361-4089)でも行っ

ています。
4水・18(水) 新松戸市民センター

5(木)・19木 小金原市民センター

巡

回

年

金

相

談

3火

6金

午前10時～午後3時

常盤平支所 国
民
年

金
電話課
３６６

痴ほう介護相談 27金 午後1時～3時 社会福祉協議会
小 金支 所

ゆ う まつ ど

こころの相談

(予約制)

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時

女性 センタ ー

( 相 談室 直通)

電話363-0505

10火 小金原支所
第2～第4木曜日

13 金 馬 橋支 所

六 実支 所

新松戸支所

矢切 支 所

東 部支 所

第１曜日　§　午後2時～8時

17火

20金

パ ート 労 働
悩みご と相談 3火

午後1時30分～

午後4時30分
女 性 センタ ー
電話364-8778

24 火 就学相談（予約

制）教育相談（

予約制）月～金

曜日

午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(相談専用)

電話366-760027金

青 少年相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

こ ども課
電話363-7867消費生活相談 月～金曜日 午前8時30分～午後4時

消費生活センター
電話365―6565

青 少年相談( 来所)

〔予約制〕
午前9時～午後5時

こ ども課

電話366-7464子育 て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時 北松戸保育所内電話367-4646
六高台保育園電話394-5590

※住宅課電話366―7366、商工観光課電話366-7327


	平成13年3月25日号(No.1081-1)
	page1

	平成13年3月25日号(No.1081-2)
	page1

	平成13年3月25日号(No.1081-4)
	page1

	平成13年3月25日号(No.1081-5)
	page1

	平成13年3月25日号(No.1081-6)
	page1

	平成13年3月25日号(No.1081-7)
	page1

	平成13年3月25日号(No.1081-8)
	page1

	平成13年3月25日号(No.1081-9)
	page1


